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序

当市の東南部に位置す る間山地区は、三方を山に囲まれた小扇状地です。 この中心

部は縄文 ・弥生 ・古墳 ・平安 ・中世の各時代にわたる遺跡で、昭和初年以来学会に知

られ、先年 も県道須坂～中野線の拡幅改良に伴 う発掘調査が実施 されま した。

この遺跡内の中央 を縦貫 して、間山地区が長年の懸案であ りま した農道 を新設 ・拡

幅改良工事 の企画 ・実施 されるにあた り、平成3・4(1991・2)年 の2か 年 にわたっ

て緊急発掘調査 を実施 しま した。その成果の うち、弥生時代 までの部分は平成4年 度

に報告書を刊行 しました。 この報告書は、その続編 として集大成 した ものであ ります

が、この遺跡が縄文時代からの重要な遺跡であ ることが改めて認識 されま した。

とくに、弥生時代か ら古墳時代 に移 り変わる古代国家形成期 までの地域 の様相が、

市内の安源寺遺跡 ・七瀬遺跡 などの調査結果 とともに、東海系 ・北陸系の土器 の在 り

方か ら、この地域 に中継基地的な様相がよみとれます。

このほかの成果 も、 この報告書 によって幾分な りとも地域 の原始 ・古代 ・中世の歴

史が究明された と信 じます。終わ りになりましたが、報告書 の刊行にあた り、発掘調

査に協力を惜 しまれなかった地元間山区の皆さん、開発事業の続 く当市の中にあって、

献身的に協力願 ってい る調査団の皆 さんのこ労苦 に厚 く感謝 申 し上げます。

平成5年3月

中野市教育委員会

教育長 嶋田 春三



例 言

1本 書は、平成3・4年 度に行 った長野県中野市間山に所在す る間山遺跡で行 った。

団体営土地改良事業の農道建設事業 に伴 う緊急発掘調査報告書 である。

2本 事業は、中野市農政課 の所管で、委託を受けた市教育委員会は、国庫補助金、

県費補助金を得て、発掘調査団を組織 し事業 を行 った。調査団関係者の名簿は別掲

してある。

3発 掘調査は事前に試掘 を行い、平成3年6月11日 より間を休んで、12月11日 まで

行い、平成4年3月 まで市民 プール事務室で整理作業を行い、当該年度事業分の弥

生時代 までの報告書 を刊行 した。

次年度は試掘調査の後、9月21日 より12月12日 まで発掘調査を行い、ただちに前

記事務室で整理作業を行い本書を刊行 した。 したがって 『間山』II・IIIの 報告書 は、

合冊 とした考えで、今回の間山遺跡の発掘調査報告書 として編集 した。

4発 掘現場での記録は、池田実男、湯本栄一が主に行 った。遺構写真は檀原が行 っ

た。遺物整理作業 は、樋 口義政、樋 口政勝、秋山恒巳、檀原みち江、池田正子、常

田誠が行い、遺物実測は檀原が行 い、 トレース作業は、山崎の り子、池田きよ子 が

行 った。

遺:構実測図の整理 は、池田、湯本がお もに行い、全員が協力 した。

5本 書の作成は檀原が担当 し、徳竹が補助 した。原稿の執筆は、檀原が行 った。

6助 言 ・指導は長野県埋蔵文化財セソター中野調査事務所の調査員の方々、笹沢浩

氏な どか らうけた。

7出 土品、諸記録:は中野市歴史民俗資料館に保管 している。
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第1章 発掘調査の経過

第1節 調査の経過

間山遺跡の発掘は、市農政課の所管で、団体営土地改良事業として、平成4年 度から農道を

新設 ・改良する工事に伴うもので、地元では中央農道とよんでいる。これは幅4.5m延 長1,05(

m、 延べ面積6,300m2の 広さで、事前協議で2年 間にわたって、調査を行 う事になっていた。

このうち平成4年 度は、問山豊富神社から上の本線と、支線2箇 所の調査を延長470m延 べ

面積2,820m2の 発掘調査を予定 していた。

平成4(1992)年 の調査の経過は、6月17日 に本線の間山豊富神社の上を試掘 し、A・B・

Cの3地 点の全面発掘調査と、遺物の表面採集により、支線1・2号 も全面発掘調査する事の

調査団の方針につき、市農政課、地元関係者の了解が得られた。

このように6月24日 から7月12日 まで、支線1号 約70mの 現地調査を行い、9月21日 から本

線の間山豊富神社上のA地 点、20mの 調査を行い、農作物の関係から発掘地点を上に求めて、

10月12日からB地 点20mの 調査を行い、19日からC地 点42mの 調査、11月2日 から支線2号D

地点80mの 調査、25日から同E地 点68mの 調査に入り、12月12日現地調査が終了した。

12月14日から市民プール事務室で整理作業を行い、報告書の作成を行った。
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第2節 調 査 団 の 編 成

昨年に引き続いて、ほとんど同じメソバーの調査団の編成を行った。

調査責任者 嶋田 春三 中野市教育委員会教育長

調査 団長 金井 汲次

調 査主 任 檀原 長則

調 査 員 池田 実男

事 務 局 小野沢 捷 同 社会教育課長

池田 剛 同 歴史民俗資料館管理係長

徳竹 雅之 同 学芸員

参 加 者 湯本 栄一・ 樋口 義政 檀原みち江 池田 正子

池田きよ子 金井 幸子 宮本 公次 秋山 恒巳

樋口 政勝 常田 誠 酒井 悦郎 中村 晴江

土屋 光 古川しず江 土屋 守子 市川さだ子

片原 元春 千村 政巳 湯本 広枝 高橋ただし

海野 らく 矢野とみ江 小林美知子 樋口 健吾

矢野 郁勇 酒井 修 内藤 年男 中島 宏

山本 静子 藤沢 富雄 原沢 邦男 望月 澄雄

小林 辰郎 木原 久夫 土屋 保 海野 佐介

海野 和好 中山昇一郎 矢野 武明 古川 安公

関谷 満雄 小林 重保 小林 次男 牧野 正雄

小林 久恵 海野 佳広 小林 雅彦 檀原 重康

樋ロァイコ 宮本つた子 浅野喜代子 下田 一二

武田 康子 近藤かずい 小林 保子 小林 五雄

山本 静子

発掘協力者 間山中央農道建設委員会

委 員 長 小林 充男

副委員長 古川 充男 矢野謙一郎 関取 茂善 他委員名略

間山区長 矢野謙一郎(平 成3年 度)海 野 鉄治(4年 度)
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第3節 調 査 日誌

平 成3年 度

試 掘調査

4月26日 試掘坑1.1m2を 小形 バ ックホー一を使 い掘 り下 げ。調査坑深 さ70cm、 弥

生土器片 とホ ップ吊線 アソカーあり、2.弥 生土器片 と、北壁に ピッ トあ り。

3.住 居趾の壁確認、一50cmあ り、4.地 山まで1m以 上深い、弥生土器片おお し。

5.深 さ60cm弥 生土器片3。6.弥 生住居趾?1.1m下 にあ り、底に弥生土器あ り、

7.土 師土器(古 式)片 あ り、8.同 溝 あ り、9.遺 構 ・遺物な し。

10.弥 生住居趾?、 高圷脚部あ り。

4月30日11.遺 物な し、落ち込みあ り。12.縄 文前期関山式土器片、地表 下60cm出

土、柱穴状 のところあ り、耕作土30cm、 礫層20cm、 黒土10cm、 漸移層10cm、 以下地山

(ロー ム)13.耕 土浅 く石礫多 し、14.同15.黒 土50cm。16.黒 土80c

m、 弥生土器片少 し。17.黒 土80cm下 層 ローム識別 良好。土器片少 し。18.黒

土30～50cm以 下石礫で、一90cmロ ーム層、弥生土器片少 し。19.黒 土50cm以 下 ロー

ム層弥生土器片少 し。20.同 じ21.黒 土80cm、 土器片少 し。

発掘 調査

6月11日 テソ ト設営、機材搬入、草刈を行 う。北方地点 より、午後から㈱宮本のバ ックホー

によって表土剥 ぎを行 う。深 さ約40cm排 土、箱清水式土器、土師器、須恵器 、灰粕の破

片あ り。

6月12日 朝、安全祈願祭を行 う、間山区長、正副工事委員長、教育委員会次長、課長、係

長、調査団全員出席。表土剥 ぎ続行、縄文土器片 も出土。

6月13日 表土剥 ぎ続行、両側の壁断面削 り、午後雨のため作業中断。

6月14日 表土剥 ぎ続行、矢野氏畑西、石礫多 し、大正期に旧小学校建設の時、基礎工事に

ここの矢塚か ら運びだ した といわれている。弥生土器片、須恵杯、黒耀石、頁岩破片、縄

文前期後葉縁孔浅鉢土器破片出土。午後3mの グリッ ト設定。

6月15日G～5・6F～5・6グ リット削平掘 り下げ、縄文 と須恵土器片同 じ層か ら出土 、

両側 の畑か らホップ栽培の棚 吊線の穴点々と見つかる。地 山層に達 して、遺構を破壊 して

いた。

6月17日F～7掘 り下げ、住居趾 プラソ確認。

6月18日F～8、G～8掘 り下げ、吊線深さ116m。

6月19日F～12付 近弥生土器砕片になって黒土、礫中に集中。個体別まとま りを欠 く。
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6月20日 雨のため作業中止。

6月21日F～14焼 土部分あ り、径30cm、 磨石斧頭部破片、斜格子文の縄文 中期土器 片出

土、F～16諸 磯B式 浅鉢片出土。

6月22日G～16・17、F～16、C～17掘 り下げ、G～16に 落ち込み と炭片あ り。

6月24日 試掘調査の時、F～17か ら床面土器が発見 された ところ掘 り下げ。G～17箱 清水

式土器小片多い、縄文前期土器片上層にあ り、F～18黒 土落ち込みに集石 、その間に土器

片あ り。

6月25日G～20F～20・21住 居趾隅丸方形確認。午後雨作業中止。

6月26日 休み

6月27日F～21住 居肚箱清水式。G～21溝 が下か ら続 く、G～22溝 続 き、G～23ま で続 く、

そ の中の黒土に縄文土器片、石が埋まる。

6月28日F～25黒 色土 と石混在、中に土師土器、焼土あ り、GF～27ま で調査。

6月29日 雨のため作業中止。

7月1日F～29東 側小石敷列状遺構(古 代～中世の道の跡)G～27か ら続 く。 同所箱清水

土器つぶれて倒立。G～30の 敷石列はやや大きな石あ り、

7月2日 休み

7月3日F～32覆 土中に箱清水土器片、剥片石器、磨製石鎌 などあ り、黒色土、黄色土混

合土層深 く住居肚になる可能性あ り、F～30・31住 居趾の隅部を確認。G～31土 器片東壁

に多い。小石敷列は:、箱清水式土器 の上層にあ り、G～33住 居趾の主体部位置を占める。

7月4日F～34小 石敷列東側 に続 く、G～34同 西側につづ く、縄文 中期北陸系土器片あ り、

F～35滑 石製環(半 欠)出 土。G～35北 陸系B字 状文土器片あ り。小石敷列黄 色土に くい

こみ半円状 になっている。

7月5日 グリット40付近まで調査、小石敷列西に移動、石多い地点。

7月6日 南か ら6号 住まで清掃、石の間古式土師などあ り、小石敷石列6号 住 の確認面上

13cmあ り、午後県埋文セソター土屋、中島、藤沢氏等来訪。

7月8日 北か らベル トを削平、

7月9日 同 じ

7月10日 高梨氏館跡行

7月11日 同 じ

7月13日 ベル トを削平F～14か ら南へ作業。2個 平板石のあったベル ト中央か ら頭蓋骨検

出、外の体の部分はな し、

7月15日 グリッ ト30付近実測図、昨 日の続 きのベル ト削平、土器片多数出土。

7月16日 雨天休み

7月17日 前 日の頭蓋骨後頭部上、北に向 く。慰霊祭を行 う。F～7か ら北を掘 り下げ、G
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～9・10黒 色土落ち込み住居趾確認
。G～17も 住居肚か。平面図実測昨日の続き。

7月18日 昨日の続き平面実測。G～5か ら南東壁面実測、G～5住 居趾か。G～8須 恵、

箱清水式土器同時出土。G～9住 居趾上の土器は古式土師。礫上層にあり。

7月19日 平面実測図続行。東壁断面図も続行。G～5に 溝あり、焼土塊、箱清水式土器片、

縄文前期末竹管円形貼付文の土器片出土。ここに7号 住確認、床面上小さい礫が見られ、

炭片多く焼土広がっていた。

7月20日 から作業休み23日から高梨氏館跡調査、

10月1日 から調査再開、午後から草刈、 トイレの位置を変更。シー ト剥ぎ、遺構再確認。

10月3日6号 住掘 り下げ、東壁石層の中に古式土師混在。床面上でアメリカ式石錺i2個検

出。一辺5m程 の隅丸方形の住居肚と確認。

10月4日6号 住G～32の 部分掘 り下げ、土器片加工紡錘車出土、大形甕、小形甕2出 土。

箱清水式の古い段階の住居趾とみられる。

10月5日6号 住G～32の 部分を床面まで掘り下げ、壺口縁 ・赤彩鉢 ・注口鉢 ・i甕など出土。

床面までの東断面最深110cmを 計る。

10月6日(日)7日 雨のため作業中止。

10月8日6号 住掘 り下げ、清掃、5号 住確認、掘り下げ、3号 住確認。

10月9日2号 住、8号 住(F～19・20)半 分掘 りこみ、床面に炭化物、小形鉢あ り、2号

住1辺4mの 方形。5・6号 住清掃土器洗い。

10月10日6号 住アメリカ式石錺i1出土(合 計2)青 緑色のガラス小玉1出 土。土器清掃写

真撮影。2号 住清掃、5号 清掃、ベル ト掘 り下げ写真撮影。

10月11日6号 住 ・1号 住水糸方眼実測。溝、中世の道の発掘。1号 住東複合か。午後雨で

休み。

10月12日6号 住 ・2号 住ベル ト断面測図、1号 住掘 り下げ重複を確認、9号 住掘 り下げ、

古式土師期の住居趾か。

10月13日 雨休み

10月14日6号 住清掃2・3号 住掘 り下げ、9号 住の東側拡張、上層に古式土師器出土、4

号住東拡張掘 り、6号 住測量。

10月15日6号 住測量続行、1・4号 住掘 り下げ、9号 住隅丸となる。東側から器台 ・小形

甕出土。

10月16日4号 住床面叩き締めになっている。床面に黄色粘土あり、搬入されたもの。5号

住実測、9号 住清掃、写真。4号 住G～17南 壁床面上石槍出土、7号 住東壁を掘 りプラソ

確認焼け土多し。

10月17日7号 住北掘り下げ、1・4号 住清掃、2・3号 住実測、レベル落とし、柱穴掘 り、

7号 住土層深し、土器片多い。
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10月18日7号 住土坑状溝掘 り下げ、道の跡、溝掘 り下げ、1・4号 住下層に縄文前期末諸

磯B式 の木の葉文の浅鉢片あり、1号 住の西側拡張。清掃、写真。

10月19日7号 住甕片出土、炭、焼け土南壁に多く焼失家屋とみられ、屋内に広がる様子。

北南に半分の検出面積で、炭化材が葉脈状になっていた。4号 住掘り下げ、1号 住を埋め

ていた。

10月21日7号 住焼け土、炭化材清掃写真。焼け土は屋根に載っていた可能性あり。4・6・

9号 住実測図、9号 住南 ・西側溝回る。主柱穴3箇 所、炉縁石2個 あり、古式土師の甕 ・

高杯器台などあり。

10月22日7号 住炭化材層掘 り下げ、焼け土厚さ10cm、 焼け土中に箱清水式土器片あり、

西端より紡錘車出土、焼け土南、西南壁側に多く堆積、下に炭化材層、壁焼けて堅い箇所

あり、東側の壁で床面まで最深150cm埋 没。9号 住レベル落とし、写真。1・4号 住ベル

ト削平、実測図。

10月23日7号 住ベル ト削平、排土片付け、北側を拡張掘 り下げ、床上の黒土層に古墳時代

2～3期 の大甕展開、遺構確認困難。コソテナ小屋移動、1・4号 住土器取 り上げ、柱穴

掘 り下げ、1・2号 住断面実測図。溝、道の跡測図。

10月24日G～2か らA～2間 の耕作土排出、7号 住の北、昨日の続き床面上30cmに 土器

集中、検出土坑1×3mの 規模、黒土充填、内黒土器出土、G～2か らH～2K問 に焼け

土2.5mあ り、8号 住か。同所北に縄文前期後葉下島式の深鉢、地表下30cmに あり。東西

方向に溝東の7号 住まで続 く、F～3の 底より10cm上 から珠洲焼片出土。

10月25日 雨で休み

10月26日A～G間 の溝掘 り下げ、G～2上 層土師器出土。第2期 発掘予定地にテープを張

る。

10月28日7号 住北部分掘 り下げ、溝測図、8号 住の上層40cmに 柱穴3箇 所発見、西側に

畑から出た石を埋めた坑あり、石を取 り上げる。床面は叩き締め、6号 住土器取 り上げ。

10月29日7号 住南北(1辺)8mと なる。溝は西にあさく伸びて道路まで続 く、途中に道

の跡横断している。8号 住の南に箱清水式の土器集中。6号 住の柱穴確認、火床あり。

10月30日7号 住炭化材写真。西側の溝掘り下げ、2筋 平行となる。土塁の跡か。道東の10

号住掘 り下げ、8号 住の地床炉、粘土塊検出。第2期 分表土排出開始。

11月1日A～G間 の溝に柱穴あり、炭 ・土器片出土。8号 住北端に11号住僅かに複合。石

の埋め穴6×5mの 規模、10号住は黄色 ・黒色混合土に厚く覆われる。縄文前期後葉土器

あり、7号 住実測図、8号 住土器取り上げ、柱穴掘 り。第2期 分 グリット設定。

11月2日10号 住掘 り下げ、8・11号 住掘り下げ、F～59古 墳時代土器集中、F～44か ら46

の北1mに かけて、(道の下)石 の埋めた大きな穴あり、12号住南東水の流れた跡、砂の

道あり。北側にはやや大きい石落ち込み。E～66に 北から続 く道の跡確認、道面上から珠
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洲摺鉢片出土。

11月4日A～G清 掃全景写真。7号 住炭化層掘 り下 げ写真、柱穴掘 り下げ写真。E～68の

12号 住床面近 くまで掘 り下げ、石の埋ま り多い。13・14号 住確認。道跡確認面か ら掘 り広

げ る。

11月5日7号 住実測図。F～64道 面上内耳土器破片あ り、12号 住掘 り下げ、この辺の道 の

跡の幅130～150cm。13・14号 住確認の写真。14号 住掘 り下げ、古墳時代の土器 あ り。

11月6日A～G実 測図、12号 住 、道の跡掘 り下げ、13号 住 も掘 り始 める。

11月7日12号 住清掃写真。E～60の 道 の跡掘 り下げ、A～G全 景写真撮影すべて終了。南

上方排土作業。間山区新設道路の起工式。

11月8日13号 住掘 り下げ、14号 住土器清掃、拡張掘 り、12号 住実測図、ベル ト削平、南上

方の表土排土、黒色土層深い、水の流れた跡、砂利層、土器集中地点 あ り。

11月9日14号 住のF～59甕 片あ り、E・F～60に 壺 ・甕出土。16号 住甕出土、13号 住の北

に水流れの跡 あ り、覆土深い。12号 住写真撮影、土器取 り上げ、後、柱穴掘 り。14・16号

住写真、道跡部分掘 り下げ、F～54付 近の道跡掘 り下げ、E～68か ら南上方表土排土。

11月11日13号 住床面まで掘 り下げ、14・16号 住土器清掃、G～51～56道 跡掘 り下げ、F～

60～66道 跡実測図。16号 住の土坑 ・柱穴掘 り下げ、中から甕破片出土。18号 住平面確認作

業、土器多数出土。

11月12日G～501中 世の道の補修 の跡あ り、上下の敷礫の間層10cmあ り、F・G～47東

西に トレソチをいれる。18号 住掘 り下げ、器台、箱清水式土器 あ り、12～16号 住写真撮影。

12号 住の上方に トレソチをいれる。遺構な し。上南方排土続行。 トイレとコソテナハ ウス

お宮下に移動する。

11月13日18号 住に石 と土器の混入多 く、古式土師の台付甕 ・器台と箱清水式土器あ り、南

西に完形の小形甕出土。19号 住南壁確認。E～60TO南 上方 グリッ ト設定。

11月14日19号 住 プラソ確認写真。掘 り下げ、黒色土に石あ り、土器片多 く箱清水期 と推定

される。18号 住掘 り下げ、E～60付 近実測図。今年度の発掘予定地点の排土作業終了。

11月15日18号 住西拡張掘 り下げ、壺破片な どあり。19号 住掘 り下げ、高圷 ・甕など多数出

土。道跡実測図、14号 住土器取 り上げ。今までの調査か ら古式土師期の住居趾:は、竪穴深

く、床 の周囲に溝を巡 らせていることが分かった。

11月16日15号 住掘 り下げ、古墳時代の土器出土。18号 住南西か ら箱清水式壺 ・甕2・ 鉢な

どがあり、北東に甕 ・高圷があった。遺物 とベル トの写真撮影。17号 住掘 り下げ、19号 住

炭化材多 し写真。高圷 ・甕 ・紡錘車など出土。道跡掘 り下げ。

11月18日15号 住の中央にある乱流の溝は、床面 に達 していた。17号 住は中世の道下10cm

の北側に焼け土あ り、北側壁確認できず。14号 住は複合。19号 住炭化材南東にあって高杯

西縁 に、壺東縁に、甕4、 屋内にあ り、石 も多 くあり。写真 ・実測図をとる。
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11月19日20号 住確認作業 は、前 日か ら行 う。G～55の15号 住北の中世の道の面か ら無文 の

鎌銭1枚 出土。18・19号 住実測図。17号 住掘 り下げ、F～63東 中世の道か ら開元通宝1枚

出土。15号 住床面上掘 り下げ、21号 住 トレソチにて西壁確認。

11月20日14・15・16号 住掘 り下げ、17号 住清掃、写真、実測図。18号 写真撮影。19号 住実

測図、B・C～86か ら上の遺構確認作業。

11月21日20号 住掘 り下げ、古式土師期土器出土。15号 住ほぼ完掘。21号 プラソ確認作業。

18号 住ベル ト削平。14・16・19号 住実測図。

11月22日22・23号 住プ ラソ確認、写真。19号 住ベル ト削平。20・21号 住掘 り下げ、20号 住

の北東壁検出難航。17・18号 住清掃、写真撮影。14・16・17号 住実測図。

11月23日19号 住土器 清掃、20・21号 住掘 り下げ、A～108付 近遺構確認作業。14・16・17・

18号 住実測図、土器取 り上げ。21号 住 は昨 日よ り土器多数出土、完形品 もあ り。

11月25日18号 住柱穴掘 り、19号 住土器取 り上げ、柱穴確認写真撮影。20・21・22号 掘 り下

げ。21号 住南 に甕 ・高杯な ど土器展開。15・19号 住ベル ト削平、実測図。23～25号 住のプ

ラソ確認作業。

11月26日22号 掘 り下げ、15号 住ベル ト削平、東断面測図。19号 住柱穴掘 り、20号 住ベル ト

写真撮影。22号 住掘 り下げ。

11月27日14・16・19号 住写真撮影。15号 住柱穴掘 り、乱流の溝あ り。22号 住掘 り下げ、

11月28日15・17号 住柱穴写真。24・25号 住掘 り下げ、箱清水期の土器あ り、周囲に砂利層

あ り・25号 住南側は段状を呈す。19号 住実測図。土層断面実測図。中世の敷石道全景写真

撮影。

11月29日12～18号 住全景写真撮影。19号 住柱穴掘 り。20号 住実測図、ベル ト削平、南に貯

蔵穴、柱穴に器台あ り。22・23・24・25号 住掘 り下げ、22・25号 住土器多数あ り、26号 住

:確認作業、乱流の跡 あ り、黒色土の部分は住居趾の範囲を示す。A～96～99黄 褐色砂層、

小石で遺構 な し。

11月30日15号 住実測図。20号 住終了写真。21号 住ベル ト削平、写真撮影。22・24・25号 住

掘 り下げ、23号 住土器写真撮影。26号 住確認写真、掘 り下げ。

12月2日24～26号 住掘 り下げ、23号 住ベル トの写真、壺 ・台付甕i・高圷 あ り。24号 住壺、

25号 住高圷検出。17号 住実測 図。

12月3日 中世の道実測。 これは19号 住の北で、真 っす ぐ南に延びていた。24・25号 住写真

i撮影。25号 住東縁 に甕展開。26号 住西拡張掘 り、23号 住実測図。中世の道実測、24号 住東

壁、26号 住東西壁断面削 り。

12月4日21号 住柱穴掘 り、19～21号 住全景写真。20号 住柱穴断面実測。24号 住柱穴掘 り、

遺物写真撮影。23号 住 ベル ト実測、削平。26号 住遺物写真。27号 住確認写真。

12月5日27号 住掘 り下げ、中央に粘土あ り、石礫多 く埋まる。甕 ・ミニチュア土器 出土、
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古墳時代の住居趾。24～26号 住ベル ト、土器実測図。22号住清掃。27号住掘 り下げ。24・

27号住の東壁断面の観察によれば、住居南側上に小さな周堤があった可能性あり。

12月6日23号 住土器取 り上げ、ベル ト削平、写真撮影。24号住土器取 り上げ、柱穴掘 り。

25号住実測図。26・27号住ベル ト削平、写真撮影。

12月7日24号 住全景写真。25号住柱穴ほり、写真撮影。26・27号住土器実測図、ベル ト削

平。

12月9日24・25号 住柱穴実測図。26・27号 住柱穴確認、掘 り下げ。写真撮影。26号住の地

床炉西側、赤 く焼けて固まって盛 り上がっている。

12月10日26号 住実測図、東の壁全般実測図。

12月11日 東の壁実測終了。今年度の現地調査終了。

1992(平 成4)年 度

間山遺跡発掘調査 日誌

6月17日 間山豊富神社から南の道路の試掘を行う。支線1・2号 は、分布調査の結果、遺

物が多く、全面発掘 と決定する。本線は、約10m間 隔に試掘坑を掘って、遺構 ・遺物の状

態を調べ、農作業との関連で、発掘地点の選定順序を行う事とした。

この結果、A・B・Cの 調査必要箇所が生じた。

6月24日 支線1号 にテソ ト設営。

6月25日 試掘を行う。重機にて表土排土。

6月26日 排土作業終了。青磁の見込み花文の碗破片、五輪塔地輪出土

6月29日 間山区工事関係者と発掘調査安全祈願祭と、調査団の結団式を午前9時 より行う。

プレハブ小屋、テソト設営後、 トラソシットを使いグリット確定作業と、南側の壁断面の

削 りを行う。

6月30日 東より地山まで削平作業。に～29に土坑墓と思われる円形の小石の詰まった土坑

を検出、写真撮影後、掘 り下げる。遺物なし畑の石の埋めた跡と推定された。

7月1日 は～26か ら23まで削平作業。昨日の土坑の半分掘り下げ、写真、実測を行う。

7月2日 土坑の詰まった石取 り上げ、清掃、写真、実測を行う。ろ～22に縄文前期土器片

あり、住居趾にしては、小さい方形の落ち込みである。

ろ～17・18の 弥生住居吐プラソ確認。28号住居趾とする。写真と実測を行う。

7月3日 ろ～22の縄文遺構実測。28号住清掃、写真撮影、後、床面まで掘 り下げる。紡錘

車出土、土器製作用の粘土あり、ろ～13の遺構確認調査に入る。

7月4日1号 住ベル ト実測、ろ～13・14・15の 削平作業、28号住床面の実測、ろ～11に29

号住検出、清掃。ろ～6～12削 平作業。

7月6日28号 住柱穴掘 り下げ、29号住掘り下げ、昨 日の続き削平作業。
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7月7日28号 住柱穴掘 り下げ、清掃後写真、実測終了後、西側の後世の落ち込み(円 形2

連)掘 り下げ。29号住土器実測、ろ～7・8の 土器片実測。

7月9日 調査地点の南側断面実測。30号住プラソ確認、掘り下げ写真、遺物実測。

7月10日30号 住実測、写真、土器取 り上げ。1号 住柱穴実測、

7月11日30号 住ベル ト実測、柱穴掘 り下げ、全体の南側断面実測。調査地点全体図を作成。

7月12日30号 住清掃写真、29号住南側断面実測。支線1号 の調査終了。

9月21日 間山豊富神社上の本線A排 土作業。重:機にて表土50cm程 度除去。 トイレ・コソ

テナハウス設置。土器片、炭片などあり。

9月22日 排土作業と削平、両側の壁削り。箱清水式、古式土師多く須恵片もあり。 グリッ

ト設定作業。

9月24日B・C～10・11に 炭片広がる。表土下60cmに31号 住確認。1辺4.6mの 方形プラ

ソで、A・B～4に32号 住確認作業平面掘 り下げ。

9月25日31号 住掘 り下げ、南西隅に大形壺が、東に倒れて展開していた。C～2に 焼土あ

り、床面上炭化材、焼け土が覆っていた。柱穴1検 出。32号住プラソ確認。掘 り下げ、黒

色土層深 く埋まる。

9月28日 両側の壁面実測。31号住床面まで掘り、写真i撮影。ベル トと土器出土状況実測図。

32号住上層は古墳時代土器多 く、北陸系目立つ、土器写真。掘 り下げ、石、土器片多い。

9月29日32号 住上層は、古式土師と箱清水式土器混在。高圷 ・壺 ・甕 ・台付甕iなど2面 土

器取り上げ。1号 住ベル ト削平、実測図、清掃、写真撮影。

9月30日31号 住柱穴掘 り、西側に溝検出、土坑と火床もあり。32号住土製勾玉、紡錘車出

土、西に拡大掘り下げ、一部床面まで掘 り下げ。

10月1日31号 住柱穴掘 り、平面実測図。32号 住床面まで掘り下げ、4×6.9mの 長方形の

プラソを呈す。東隅で床面まで地表下120cm、 確認面から70cmを 測る。

10月2日31号 住清掃、写真撮影、この地点もホップ棚の吊線の穴あり。32号住床面まで掘

り下げ、土器清掃、写真撮影。ベル ト断面実測。

10月3日32号 住3面 土器写真、取 り上げ、柱穴確認掘 り下げ。31号住遺構レベル測量。

10月5日32号 住床面写真、柱穴掘 り。柱穴3箇 所確認、西柱間に火床あり、東端に土坑あ

り。

10月6日32号 住昨日の土坑はベット状の窪みとなる。溝が31号住の北から32号住の北に検

出する。32号住写真、A地 点全景写真撮影。A地 点現地調査終了。

10月7・8日A地 点埋め戻 し。

10月12日B地 点重機で表土排土。東側黒色土深い。その北に土器片多くあり。

10月13日 削平作業、用地内南北の壁面削り、南壁の3カ 所に礫を埋めた所あり、グリット

設定。33号住プラソ確認作業、掘り下げ、34号住確認、南側に黒色土厚 く堆積する。
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10月14・15日 雨で休み

10月16日33号 住は、C～3に 確認 、古墳時代土器多 く、床面が不明瞭につき、物 を置 く小

屋の可能性 あ り。土器は床面上層に多い。写真撮影。34号 は当初の確認 プラソを変更。土

器は破片ばか りで個体な し。C～7に 確認。

10月17日33号 住実測図、 レベルお とし、ベル ト削平、土器取 り上げ。34号 住掘 り下げ、東

の断面実測。

10月19日34号 住土器 レベル実測、土器取 り上げ、床面掘 り。南 と東側に溝が回る。重機iで

C地 点の表土排土開始。約半分終了。

10月20日C地 点の南の排土作業1日 、終了する。

10月21日B地 点34号 床面清掃、写真。B地 点全景写真撮影。34号 の遺構 ・平面 ・断面実測

図。C地 点の東側は傾斜のため黒色土深い。35号 住A～2に 確認、住居の東部分だけ、ほ

かは用地外。床面まで掘 り下げ、土器清掃。南へ削平作業。

10月22日B～34号 住柱穴など実測、 これでB地 点の現地調査終了。高梨氏館跡現地説 明会

の準備。25日 実施。

10月24日35号 住写真、実測図。ほか削平作業。午後は雨で整理作業。

10月26日35号 住実測図、36号 住A～10に 確認作業。

10月27日35号 住の土器写真、取 り上げ、柱穴掘 り、4箇 所あ り、中に土器片、箱清水式期

あ り、36号 住には石集中 して埋 まる。 ここに こち らでは初期の古墳時代に属す る鉄鐡が検

出され、横に箱清水式の小形甕があった。 この南削平作業続行。

10月28日 東壁断面図実測。C～13～15に37・38号 住 プラソ複合確認。B地 点埋 めもど し。

10月29日37・38号 住、写真撮影、実測図。土器取 り上げ、床面まで掘 り下げ。2号 住 プラ

ソ再確認、掘 り下げ、加曽利E式 の把手、床面上にあ り、甕 ・高杯 ・壷破片あ り、中央部

に石が集中埋没、回 り少ない。38号 住の東南に乱流の跡 あ り。37・38号 住土器写真、38号

住の南 に壺上半部あ り、実測、土器取 り上げ。

10月30日37・38号 住に箱清水式土器、古式土師あり、37号 住の東壁 は表土から床面まで11

2cm計 る。写真、実測図。36号 住土器実測、ベル ト削平、写真撮影。西の畑面か ら床面ま

で67cmを 測 る。38号 住は37号 住よ り5cm低 い。

10月31日36号 住南東に小形土坑あ り、小形甕埋まる。主柱穴は1箇 所確認、写真撮影、全

景写真 もとる。36号 住柱穴断面、プラソ実測図。D地 点下見、打ち合わせ。

11月2日 支線2号D地 点 とする。南角から重機にて排土作業、 トラックにて土を搬 出。ア

スパ ラ刈 り、 リソゴ枝切 り、水道の止水工事。東の壁つ くり、住居趾2確 認。

11月3日C地 点の埋め もどし。

11月4日 排土作業続行、午後早 く終わる。壺B～37に あり、 グリッ ト設定、削平作業続行。

11月5日 グリット設定作業。削平作業、住居趾検出。
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11月6日 住居趾確認、用地内で南方か ら39号 住ほぼ完掘。40・41号 住複合。42・43号 住複

合、42号 住1/3確 認 、43号 住はほぼ完掘。44号 住約1/5確 認。45号 住1/2確 認。46号 住4/5確

認。39号 住か らベル ト残 して掘 り下げ、40号 住南東 に炭があ り、焼け土、土器などあった。

11月7日39号 住掘 り下げ、 カ ップ形高圷:・壺など多数出土。40号 住焼け土広がる、炭、初

期須恵器腿高圷 など、41号 住掘 り下げ、箱清水式土器下層になるに従い土器 多い。42号 住

床面まで深い。

11月9日39～41号 住の土器清掃、切 り合い確認。午後雨 とな り、土器洗い。

11月10日39～42号 住写真撮影、実測。43号 住掘 り下げ、焼け土、炭片多い。大形赤彩壺 あ

り、紡錘車2出 土、39号 住か らも出土。

11月11日39～42号 住土器実測。39号 住ベル ト削平。43・44号 住土器実測、写真撮影。45・

46号 住掘 り下げ、b～37に 合わせ壷棺、大形壺2個 肩部で欠いて合わせ、横に小形壺1個

あった。44号 住床面明確な らず。45号 住 は黒色土に埋まる、小形甕 ・壺などあ り、42号 住

表土か ら床面まで117cmを 測る。

11月12日39号 住 ベル ト削平 、41～43号 住土器実測。45・46号 住掘 り下げ、写真撮影。壺棺

写真、実測。45号 住か ら高杯 ・壺 ・甕など出土。47号 住を41・42号 の西に設定。

11月13日43号 住2回 目掘 り下げ、43号 住掘 り下げ、西壁確認 、床面 まで掘る。46号 住実測

ベル ト削平。壺棺内部の土除去、遺物発見 されず。

11月14日39・47号 住掘 り下げ、44号 住清掃、写真、掘 り下げ。45号 住の東側のプラソ再確

認、掘 り下げ。床面焼け土、骨片、炭片、土器片あ り、中に小形甕 ・壺 ・高杯などあ り。

壺棺実測、写真i撮影。47号 住の中央 にやや大きい石埋没する。

11月15日 間山文化祭で昨年度の発掘 した、土器を展示 して説 明 した。

11月16日45号 住の南北の長 さ7.7mと なる。東北の壁 にて大形の紡錘車出土。完形の ミニ

甕が西北か ら出土。43号 住土器実測、ベル ト削平、箱清水式の住居趾。47号 住床面まで掘

り下げ、土器清掃、甕 ・甑 ・器台など出土、古式土師期の住居趾か。39号 住写真、土器実

測、ベル ト土層実測。

11月17日39号 住土器写真、取 り上げ。42号 住床面 まで掘 り下げ、西壁面拡張、炉、炉辺石

検 出。43号 住土器、壷写真撮影。47号 住写真、掘 り下げ。

11月18日39号 住床面まで掘 り、柱穴間、地床炉あ り、焼け こみ少ない。炭は雑木類多い。

41号 住床面まで掘 り下げ、箱清水式末から古式土師期。42号 住 も柱 穴の問に地床炉あ り。

床面に土器片散乱、南側の切 り合い関係を検討す る。45号 住土器実測、床面に焼 け土、骨

片 ・炭 あ り、木の盤の炭化物あ り。

11月19日39号 住実測。40・47号 住掘 り下げ、写真、実測図。42号 住 の土器写真、実測図、

床面まで掘 り下げ。 この西方に トレソチを入れる。

11月20日41号 住ベル ト削平、写真、実測図、土器を上げる。42号 住柱穴掘 り、写真i撮影。

一12一



11月21日 壼棺の掘り方を観察する。41号住土器取り上げ、床面まで掘 り、柱穴掘 り、写真

撮影。小土坑に壷 ・高杯脚部あり。47号住の北焼け土が覆土する。

11月24日39・45号 住実測。柱穴実測図。

11月25日40～43号 住柱穴実測。E地 点重機で排土作業開始。壺棺の掘 り方と隣の土坑写真

撮影。

11月26日40～43号 住実測、土坑実測。重:機の排土作業終わり、下方西から削平作業に入る。

グリット設定。平安時代の完形小形圷3個 出土、焼け土部分多い。

11月28日D地 点全体図作成。C～27に48号 住、箱清水式の甕 ・壺など破片多数ありD～21

に49号住検出、カマ ド、内黒杯などあり、黒色土中でプラソ確認焼け土による。

11月30日48号 住折返し口縁甕 ・壺など箱清水式の土器多数あり、凹石が上層にあり。道路

拡張用地内にて既存の道路には、遺構がないことが判明した。49号住のカマ ドの回りに甕・

杯2・ 小型甕など多数あり。

12月1日48号 住土器レベル落とし、写真、土器取り上げ、床面まで掘 り下げ。49号住プラ

ソを確定する。土器清掃、灰粕椀破片などあり。50号住確認掘り下げ、箱清水式期か、焼

土あ り。

12月2日48号 住の床面東に小土坑あり、写真、実測図。49号住写真、実測図。50号住床面

まで掘 り下げ、焼土あり、床面上に黒色土3～5cmあ り、一部石が埋まる。51号住掘り

下げ、壁に炭化材あり、床面の炭化材が中心部に向かっていた。甕 ・鉢2・ 壺などあり、

吉田式期の住居趾か。

12月3日51号 住土器清掃、写真。49号住実測図、ベル ト削平。50号住床面まで掘 り下げ、

土器清掃、写真。

12月4日49号 住土器取 り上げ、床面プラソ再確認。50号住ベル ト断面実測、土器清掃、実

測図。51号住ベル ト実測図、削平、写真撮影。床面土器の確定。

12月5日49号 住柱穴掘 り、写真、実測図。床面土器を掘る、B～11K土 墳直径1.2m地 表

から90cmの 深さあり、小形圷3個 副葬、(後に回りに2個)51号 住土器実測図、取り上げ、

写真撮影、炭化材当間隔に中心部へ並ぶ、東側がよく残る。床面に後世に掩乱を受けた箇

所あり。

12月7日49号 住実測図終わ り。50号住プラソ再確認床面まで掘 り下げ、土器片多い。平安

期土壌の写真、実測図。51号住床面まで掘 り下げ、高圷脚部が北にあり。52号住深く埋没

し、 トレソチを入れる。

12月8日 雨のため土器洗い、接合。

12月9日50号 住清掃、写真、実測図。51号住柱穴掘り、写真、実測図。52号住プラソ確認

床面に焼土、炭片。53号住は、52号住の南にあり、複合して、北側を切られている。52号

住の覆土には黄色土混合。この東のEC～10に 後世の柱穴検出。
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12月10日50号 住土器実測図、取 り上げ、柱穴掘 り。51号住実測図、柱穴 ・土坑掘 り、実測

図、柱穴掘り。西側に甕の破片展開。52号住床面まで掘 り下げ、プラゾ確定、鉢が南から

出土。53号住の南中央に平安期土墳が掘られていた。54号住検出、・50号住の北西角を切る。

床面の差13cm、 炭化材、土器多い。

12月11日52・53号 住ベル ト実測、削平、写真、実測図。54号住掘 り下げ、炭化材、壷破片

など出土、写真撮影。午後雪降りとなり、土器洗い。

12月12日54号 住掘り下げ、炭化材は栗その他、南側に柱穴あり、焼土塊 もあ り、写真、実

測図終わ り。52・53号住掘 り下げ、土器取 り上げ、床面まで掘 り、52号住の東に土坑あり、

中に壺破片埋まる。地床炉西にあり。53号住柱穴2箇 所あり、1基 は52号住の中にあり。

51号住西に柱穴4基 、1基 中から鉢の破片2種 床面から20cm下 に埋まる。E地 点全景写

真撮影。機材清掃、梱包、土器を整理場所に運ぶ。

以後整理作業
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図1間 山遺跡位置図.唖
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図2間 山遺跡住居趾位置図

一16一

へ



図3間 山遺跡調査全体図(i)

一17-18一



図4問 山遺跡調査全体図(2)
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第Ⅱ章 調査の成果

第1節 縄文時代の遺構と遺物

1遺 構

縄文時代の遺構と推定されるのは、支線1号 のろ一38～40の落ち込みで、確認面積は4×2.

2mで 深さは10cm程 度であった。この中には弥生時代から古墳時代の土器が混入されていた。

しかし床面の±器は、縄文時代前期前葉の関山式平行の在地の土器で、土器の焼成は脆く胎土

の中は黒ずんでお り、繊維痕が顕著で、文:様は羽状縄文が卓越 している。

しか しこの落ち込みの下には、床面として認める根拠がなく、柱穴も検出されず、焼け土の

部分もなく住居珪として認定するには至らなかった。
ど

図5支 線1号 縄文土坑実測図

↑1北 か らみた縄文時代の ⊥:坑
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46号 住居趾

D地 点のB34～35の 用地内の東 にあ って、長 さ2.3m、 幅0.6mの 僅かの検出面積 と、遺物 の

出土を見ないため、所属年代は確定できない。 しか し、円形のプラソで、落ち込みの壁は傾斜

をな し、柱穴なども見られ、土坑の可能性 もあるが、縄文の住居肚 と して、取 り扱 った。

図646号 住(土 坑)実 測図

↑2西 か ら

見 た46号 住

(土坑)

……ト3北 か ら

見たD地 点

左手前壷棺 、そ

の上46号 住 、

右上45号 住
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2土 器

本年度の調査でも縄文時代の土器が少量出土 した。前期の土器は羽状縄文系の土器があり、

前に記 した。これ,は1984年の調査でも確認されている。これは十二川沿いに当該期の遺跡が希

薄ではあるが、広がっていることを示 している。

また今回は、36号住の覆土から加曽利E式 の土器が出土 し、中期末にも関東系の土器がみら

れ、僅かながら人が住んでいたことが分かった。

図7支 線1号 出土の縄文前期土器拓影図

3石 器

両年度の調査で、間山遺跡からは縄文時代から弥生時代の各期にわたる各種の石器が検出さ

れている。 しかし遺構と結びつく資料は少ないため、図示することにとどめ、後に必須の分は、

考察の項で記述する。

図8石 器実測図(1)(1991年)

図9石 器実 測図(2)

(1991年)

図10石 器実測 図(3)(1992年)
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図11石 器など実測図(4)(1991年)
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第2節 弥生時代の遺構 と遺物

15号 住 居吐(1991年 調査)

5号 柱はF29～31の 間にあ り、6号 柱の斜め西北の位置である。検 出されたのは東の3.5×

2mの 部分である。西側の畑表面か ら床面まで深い位置で、70cmを 測る。発見された±器は、

甕(12図1)と 小破片で、それ らか ら箱清水式期 に該当する住居玩 と思われ るが、小面積のた

め明細 を欠 く。

図125号 住出土⊥器実測図 ↑4東 か ら見た5号 住

1茶 褐 色土

II黒 褐色 τと

III暗 褐 色土

w黄 色土

図135号 住遺物検 出図
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図14支 線1号 調査 全体 図(28～30号 住)
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228号 住居吐

支線1号 は問山小字森下に位置 し、調査地は新設の中央農道と県道須坂～中野線を結ぶ連絡

の道路で、延長は約80mで ある。今までは:丸山橋の下から細い馬入れ道(赤 線)が あった。こ

の所は上下の畑に1m以 上の段差があり、北に傾斜 している地点である。

28号住はこの中間のろ17～19の 間にあり、南側の1/3は用地外で未調査である。また西側に

後世の撹乱層があって、直径90cmの 円形が2基 連なっていた。この回りには、粗悪の黄色粘

土がみられた。このことから肥溜めの施設と推定して、地主の方にお聞きしたが不明であった

(15図)。

この住居趾の1辺 は4mで 、隅丸方形をなし、上層には古式土師や箱清水式の土器片がみら

れたが、床面の土器は少なく西方に高圷(16図2)が あり、これによって箱清水式期の住居趾:

と知れる。東北には白色の粘土塊が50cm・存在 した。これらを除去 した床面には炭片が広が り、

P1～P4が 主柱穴で、P1～P2の 間に石を南側に伴った、直径50cmの 地床炉があり東側

に排水溝が巡っている。

図1528号 住遺構実測図
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図16土 器 実 測 図.(支 線1号28・29・30号 住)
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↓528号 住の 白色粘 土

図1728号 住柱穴実測図

図1828号 住遺物検 出図
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一>6

西か らみ た

支線1号

←7

北 か ら見た

28-K-a住の

遺物

→・8

同上の床 面
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29号 住居趾

29号 住はろ11の 位置にあ り、南の アスパ ラ畑而か ら住居堤の床面 まで、90cmを 測 る。 この

北側 の一部 が確認されたもので、検出の長 さは3.6rr1で ある。隅はあま り円 くな っていない。

この中間の壁に壷破片が3個 体存在 した。 この圭器より推定すれば、,1調 式の時期の住居土止と

想定 される。 (20図)床 面に炭片が多くみ られ、焼失家屋 と認め られ 、
(

樗 　

　
ヂ

図1929号 住遺物検出図

方に検出した須

恵器破片

↑1029号 住の土器

↑11北 か ら見た29号 住 の土器
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図2029号 住遺構i実測図

31号住居趾

間山=豊富神社から上(東 南〉方の遺跡の広が りについては、従来あまり具体的に知られてい

なかった。今回の調査で、中野市の遺跡地図の範囲から、さらに拡大 した遺跡の姿が、判明 した。

31号住は本線A地 点のC9～11の 間に確認された。ここは表土から下は石礫の多く含んだ土

図2131号 住遺物検出図
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層である。地表から60cm下 に床面が見られた。

北東は用地外で、東は水道の配管の関係で、発掘できなかった。この断面には古式土師から

箱清水式の土器片が床面上層に見られた。

この住居趾は1辺4.6mの 隅丸方形のプラソで、床面に焼けた土、炭片が広がっており、焼

失家屋であった。これは西南隅に東に向かって倒れていた大壷(25図)の 破片が焼けて変色 し

ていた。このほか台付甕(24図8)甕(同 図4)鉢(同 図7)な どがあり、箱清水式期の所産

図2231号 住遺構実測図
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産である。 このほかに淡赤色の壷の胴部破片(同 図5)が あ り、 ここに突帯3条 がつ く、これ

は胎土 ・焼成か らみて北陸系の外来土器で、北加賀の法仏式に認め られる ものである。

床面の西側に溝があ り、P9・P10が 主柱穴 と認められ る。 しか しP3とP11が 組んで主柱

穴とすると、梯形の組み合わぜ となる。

P10はSKlと 重な り、南西隅 にはSK2が ある。火床 は5箇 所あ り、地床炉は中央にある

直径50cmの 火床2とP9～P10の 間にある直径45cmの 火床1で これは線がはずれている。

一一一>12

西か ら見

た31号

住 の遺物

→13

同上の

床面

34一



図2331号 住柱穴など実測図

図2431号 住 出土土器実測図(1)
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図2531号 住出土土器実測図(2)
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35号住居趾

C地 点はAB両 地点の中間に在って、用地長さ32mを 全面排土 した。東側で遺構i面まで1m

の深さがあり、この地点の弥生時代の微地形は、低 くなっていた。

35号住はA1～3の 間にあり、約1/3の面積が検出され、角を傾斜の上に向けている。

西側の用地外の畑面から床面までは、20cmを 測る。

この住居趾面の上には、箱清水式の土器片がかなりあり、甕 ・高杯など(28図1～3)に 示

した土器で、柱穴の5箇 所の内にも土器片が落ち込んでいるものが多かった。

図2635号 住遺構実測図

X14

東 か ら見

た35号 住

の土器
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図2735号 住柱 穴実測 図

図2835・36号 住出土土器実測図

15

東か ら見

た35号 住

の床面
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図2935号 住遺物検 出図

36号住居趾

A8～11の 間にあり、黒色土と石で埋まっていた。西側の畑から深い所で床面まで67cmを

測る。検出の面積は、約2/5で ある。 この中央部に石が集中し、この中にこの地方の古墳時代

の初め頃の鉄鐡が見つかった(32図1)。 このそばには箱清水式の小形の甕があった。

このほか当該期の壷 ・高杯 ・甕の破片、北陸系の甕、平安時代の杯などがみられ、床面近 く

に縄文時代中期後葉の加曽利E式 の把手(28図4)が あり、付近に縄文時代の遺構も予想される。

柱穴は主柱穴が1箇 所だけ検出され、南側の小土坑内に甕が埋まっていた。検出 した住居祉

のプラソは直線的でないが、1辺5mの 住居趾で、時期は甕(28図2)な どから箱清水式の時

代と推定される。

↑16鉄 鎌 の出土 図3036号 住遺物検 出図
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図3136号 住遺構実測 図

図32

鉄鍬実測図
図3336一 号住柱 穴実測図

↑17北 か ら見た36号 住 の土器 ↑18小 圭坑内の圭器
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図3436号 住 集石実測図

19東か ら見

た36一号住

の床面

・←20

南か ら見た

c地 点全 景

一41一



37・38号 住居趾

37・38号 住居趾は複合住居玩 である。東 の畑か ら床面 までは、80cmを 測 る。B13～16の 南

北7mが 複合 した落 ち込みの範囲で、西側 は傾斜のため、壁面 が確認 されていない。

南か ら乱流の跡 が、幅50cm～80cm、 深 さ30cmの 規模 であ り、複合の中心部を流下 して

いた。

両者の床面 の段差は、38号 住が5cm低 く、37号 住の火床 は、中央に直径50cmの 円形で残 り、

柱穴P15・P17が 見 られ るが、他は不 明である。推定すれば1辺 約4mの 住居跡 が復元で きそ

うである。

検出された土器は、弥生後期終末か ら古墳時代 にかけた土器 で、甕 ・蓋 ・鉢 ・壷が見 られる

が、住居跡 との関係 は、土層の観察か ら流動的である(38図)。

38号 住の主柱穴は、P1～5・8・10の7箇 所 見られ、建て替 えな どが考えられる。 プラソ

は、1辺4mの 方形である。出土 した小形甕 ・壷 の頚部か ら箱清水式期 に該当す る(38図)。

、

図3537・38号 住遺物検 出図
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1網 色土

II黒 褐色土

III馳 土

w黄 茶馳 土

V茶 褐色土(砂利含む)

VI暗 褐色土

図3637・38号 住遺構i実測図

>21

西 か ら見 た

37・38号 住

の 圭 器

一43一



図3737・38号 住柱穴 ・焼土実測 図

→22

西か ら見た

37・38号 住

の床面

44



図3837・38号 住出土土器実測図

39号住居趾

39号住は支線2号 の角に位置 して、H1～3の 問にあって、南東の畑面から床面までの深さ

は70cmを 測り、検出した面積は、4/5である。

1辺4.3mの 隅丸方形の住居趾で、この中に黒色土とともに、弥生時代か ら古墳時代の土器

が落ち込んでいた。このうち古墳時代の土器は器台(42図4)を 除き小破片で、復元資料はない。
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床面上の土器は、台付甕 ・鉢 ・高杯 ・注 口付高杯 ・甕 ・紡錘車(42図)な どである。

主柱穴は、P2・4・5・7・8と ともに推定 され、P4とP5の 関係は補強 などのため床

面と考 えられ る。

1茶 褐色土

II黒 褐色土(小石濯り)

III暗 黒色土(小石混り)

IV黒 色土

V暗 褐色土(小石混り)

図3939号 住遺構i実測図

一46一



図4039号 住柱穴 ・焼 土実測 図

図4139号 住遺物検出実測図

47一



図4239号 住 出土土器実測図

一…23

西 か ら 見

た39号 住

の ⊥ 一器

48一



一>24

西 か ら見

た39号 住

の床 面

41●46●47号f主 店:吐

41・46・47号 住:と40号 住(後 述)は 、複合住居雄である。47号 住は約1/2の 検出面積で、1

辺4.5mの 隅丸力形 の住居吐で、高杯脚部(45図1)、 鉢な どが検 出されている。この面での柱

穴は、P3・P9が 推定 されるが、41号 住の主柱穴 と重なる位置にあ り、検討を要する。 これ

を埋 めて41号 住 がつ くられ、4.2×4mの 方形住居趾が造 られ床面 の差は15cmで ある。

この住居趾面の土器は、在来の箱清水式の影響下にあ りなが ら、文様に簡略化の傾向があ り、

これは小形甕(同 図6・7)な どに現れてお り、箱清水式の最末期の段階の住居肚 と思われ る。

この住居量の柱穴 はP5・P7が 候補で、P7の 北 に直径25crnの 地床炉が見られ 、この方

角 に柱穴の存在が.予想 される。(48図)

46号 住は、47号 住を切って深 く構築 されているが、小面積のため詳細は不明である。

図4341・47号 住遺物検 出図(2面)
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図4440・41・47号 住 遺 物 検 出 図(1面)

一→25

南 か ら 見 た

39号 住(手

前)とD地

点 、41・47

号住(中 央)

奥 は42・43

号 住
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図4540・41号 住出土土器 実測 図

図4647号 住出土土器 実測
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図4740・41・47号 住 柱 穴 火 床 実 測 図

↑26北 か ら 見 た40・41・47号 住 の 上.器

52一



1茶 褐色土

III茶 褐色土

III暗 茶褐色土(少 石混り)

w黒 色土

図4840・41・46・47号 住 遺 構 実 測 図

42・43号 住居趾:

42・43号 住 も複合 してお り、E7～14の 問にある。そ して43号 住を切って42号 住が造 られて

いる。42号 住は約1/2の 検出面積で、東の畑面か ら床面まで117cmを 測る。

4×5mの 隅丸方形の大形の住居趾で、P1～3が 主柱穴で、 もう1箇 所は未掘である。
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P1・2の 間に石を伴 った直径30×60cmの 地床炉があ る。 この住居祉で図示 した土器は、高

杯脚部、紡錘車(52図3)で 、他は破片である。

床面の差は43号 住 より10cm低 い。西壁か ら打製石斧(10図1)が 出土 した。

この住居祉の北側を埋めて、43号 住が造 られ、東側が僅か未掘である。 この住居玩か ら甕 ・

高杯 ・鉢があ り、西南に大形壷があった。(51・52図)

主柱穴はP2・3が 確認され、組み合わせ となる柱穴は、42号 住の地床炉などと重なって確

認 されていない。P2～3の 間に直径60×60cmの 地床炉があ り、焼 け土面が広が って、焼失

家屋 と推定 される。(50図)

この2住 居堆は、箱清水式期の前後す る時期の ものと推定 され る。

↑2743号 住 の土器

図4943号 住遺物検 出図

↑28西 か ら見た42号 住の土器
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1豪 土

II茶 褐色土

HI暗 褐色土

N黄 茶色土

V薄 褐色土

VI麟 褐色土

VII黄 茶褐色土(小 石混り)

VTII黄 色混り粘土

IX黒 茶褐色土

X薄 黒色土

XI薄 黒褐色土

図5042・43号 住遺構実測図
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図5143号 住出土土器実測図

図5242・43号 住出土土器実測図
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図5342②43号4{主 オ窪三フ領9焼 」琵芙 澱1封ヌ1

至29

42弓 住 の

地 床 炉

一一30

北 か ら見 た

42・43号 住

の 床 面

57一



i

44号住居肚

44号住はD22～24の 位置に長さ

4.4m、 幅50cmの 部分だけ検出さ

れた。東の畑面から床面まで、80

cmを 測る。

この住居趾には黒色土、箱清水

式土器片などが落ち込んでいた。

床面 もあまり確定できず、小面

積のため詳細は不明である。

図5544号 住遺:構実測図

図5442・43号 住遺物検 出図
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↑31西 か ら 見 た44場 一住 の 圭 器

↑
32

同
、
-ヒ
お

遺

構

図1)6

44厚 住 ユ貴物 慈寅;{1囚

45号ILIi皇 迂{i=

45写 住は:F29一一33のllliにあって、用地し素1の西に寄ってい 急,約2/5の 検出 面積である,,当 初

住居鮭のプ ランの確定が 不{分 で後に拡張 して、i辺7、8mの 大形の住居{韮となった,,{'}i_1の畑

面か ら床面まで の深 さに,30cmを 測 る。

この住居堆の床面一Lには9多 量の±器があ りti特 に北側におお く集中 して検出された。 この

中には小形甕 ・高杯脚 部 ・大形 中型甕 ・鉢 ・中型壷 ・大形壷4・ 紡錘車 ・(58・59・60図)な

どこのほかに も多 くの土器片が検出 された。

が法難 隈 縦躍 筆難

灘醗∴
この住居堆の年代は箱清水式期 に該 当す

る。 ↑33南 か ら見た45号 住北 の土器
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図5745号 住遺物検出図

一>34南 か ら見た45号 住

の床面

↓35北 か ら見た45号 住の土器

一so一



図5845与 住出土土器実測図(1)・'木器実測 図
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図5945号 住出土土器実測図(2)
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図6045号 住出土土器 実測 図(3)
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図6145号 住遺構実測図

図6245号 住柱穴実測図

48号住居趾

48号住はE地 点のB26～29の 間にあって、今回の調査ではもっとも西の下方にあたる。ここ

で調査 した幅は、用地買収した部分だけで、従前からの道路は北側にあり、調査時の所見では、

傾斜のため、路面の土が流出して、遺構が失われていた。

この住居趾の検出面積は、1/2弱で西方は傾斜のため、壁面は明確でないが、1辺4m強 の

隅丸方形の住居趾と思われる。

南東の畑面から床面まで、深い位置で65cmを 測る。この中に土器片が多く埋まっていた。
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この中に壷下半部2・ 大形甕 ・中小形甕 ・大形壷 ・紡錘車2な どがあった。(66～68図)床

面の西に水道の敷設のため、撹乱をうけたところがあった。

柱穴も3箇 所検出されたが、主柱穴と思われる位置にはない。箱清水式期の住居趾と思われる。

図6348号 住遺物検出図

1表 土

II黒 褐色土

III暗 黒褐色土

IV黒 色土

図6448号 住遺構実測図
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図6548号 住柱穴実測図 ↑3648号 住出H二 器

↑37北 か ら見た48号 住の土器

↑38同 上の床面
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図6648号 住出土土器実測図(1)
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図67

紡錘車実測図

図6848号 住 出土土器実測 図(2)
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50号 住居趾

50号 住 はE15～17の 問にあって、1辺4.5mの 隅丸方形の住居吐で、南東 の畑面か ら深い と

ころで床面まで、85cmを 測る。住居肚の角 を傾斜面の上に向けて、地割 りを行 っている。

この住居趾内の落ち込み土は、茶褐色土が多 く床面上では、焼土が東側 に広がってお り、黒

色土が3～5cm薄 く堆積 していた。3/5の 検 出面積である。

土器 は上下2回 にわたって取 り上げた。(図71は2回 目)こ の中に赤彩鉢 ・注 口鉢 ・小形甕・

大形甕2・ 折 り返 し口縁甕 ・壷 ・高圷な どがあった。

主柱穴はP1～4が あ り、正方形をなさない。P2～4の 間に直径70cm深 さ8cmの 円形の

地床炉があ り、赤 く焼 けていた。

1表 土

II黒 褐 色土

HI暗 黒褐 色土

IV聯暗黒茶 褐色土

V黒 茶 褐色土

VI黒 色 土

図6950号 住遺構実測図
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図7050号 住柱 穴 ・地床炉実測図

T39

西 か ら 見 た

50号 柱

…>40同 上

一7Cト ・



図7150号 住遺物 検出図

↑41北 か ら

見た50号 住の

地床炉

一辺2西 か ら

見たE地 点

手 前49号 住、

中50号 住
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図7250号 住 出土土器実測図
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51号 住居趾

51号 住は、EC6～8の 位置にあ り、大部分は元の道路 下で、 この影響でLが 破損 した⊥.器

が見 られた。東 南の角で畑面か ら床面まで、50cmを 測 る。

床面上には炭化材が多 く残 り、東側にはこの小屋組の炭化材が中心部に向か って倒れていた。

樹種は この地方で、雑木 と呼ばれている ものである。床面 も焼けた所が見 られた。

この ように焼失家屋のため、床而 にあった土器 と、転入、落ち込みの上器とは区別が容易で

あった。

これ らの土器は壷(76図

12・13)鉢(75図2・4c

6)高 杯(同5・8)甕

(同9・10)な どで、(76

図11)の 折 り返 し口縁の甕

は、住居趾の西の下層の出

土である。 この住居肚 は1

辺約4.5mの 隅:丸方形で、

南側1/5が 未掘である。

P7の 位置に柱穴が予想

されるが、後世に撹乱を う

けていた。 これ とP9が 主

柱穴で、 この間 に直径45c

mの 円形の地床炉があった。

南側のP14も 主柱穴

の候補で他は未掘で

不明である。

床面の土器からこ

の住居肚は、吉田式

期に属すると見られ

る。

図7351号 住遺物検 出図

→43東 か ら

見た51号 住
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1表 土

II茶 褐 色土

m黒 褐 色土

IV暗 褐 色土

図7451号 住遺構 実測図

→44西 か ら

見た51号 住の

土器
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図7551号 住出土土器実測図(1)
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図7651号 住 出土土器実測図(2)
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図7751号 住柱穴 ・火床実測 図

→45西 か ら

見た51号 住 の

床面
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52・53号 住居趾

52・53号 住はEC9～11の 間にあって、53号 住 を切って52号 住 が複合 している。また、53号

住の南側に平安時代の土墳が掘 られていた。

52号 住の東 の隅は、畑面か ら床面まで、1mと 深 く角を傾斜面 の上に向けている。検出面積

は、1/2で ある。

東の壁際に土坑(1×0.7m、 深さ4cm)が あ り、赤彩の壷などが埋まっていた。

1辺 が5mの 隅丸方形の住居肚で、P1・P2が 主柱穴 と推定 され る。 しか し他は未掘であ

る。 円形で直径30cmの 火床 が、西側にあった。

この住居趾か らは、壷下半部 ・赤彩高圷 ・小形広 口壷(図81)な どが出土 している。

52号 住居趾の床面 より、53号 住 の床面 は13cm高 く、南の畑面か ら床面まで、77cmを 測る。

1辺 が4～4.5mの 方形の住居趾で、傾斜面の等高線に沿って造 られている。

北東の位置のプラソの外に、幅1.5×1mの 窪みがあ り、出入 り口か、貯蔵穴の可能性がある。

ここの土器は上層出土の古式土師の甕を図示 し、他の破片は図示 していない。

この二つの住居趾 は箱清水式期に属す るが、52号 住が新 しいと見 られる。

図7852・53号 住柱 穴 ・火床 ・土坑実測図
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1表 ヒ

II茶 褐 色l

III暗 褐 色l

N褐 色f_

V黒 褐 色i.

VI黄 褐色i.

VII黄 色t

図7952・53号 住遺=構実測図

X46

西か ら見た

52号 住

(左)と

53号 住

(右)と

土壌(右 端)
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図8052・53号 住遺物検 出図

↑47西 か ら見たE地 点 手前52・53号 住、中51号 住 、上端39号 住
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図8152・53号 住 出土土器実測図

54号 住居趾

54号 住は、50号 住の北西に切 り合い し、1辺3.5m、 奥行き85cmの 検出面積である。北の納

屋の コソクリー ト面か ら床面まで、1mを 測る。隅丸方形のプラソで、壁面が赤 く焼けていた。

これ も焼失家屋で、炭片が厚い ところで8cmの 厚 さに堆積 していた。

床面の土器は、東よ りに見 られた壷の破片で、箱清水式期の ものである。

X48

西か ら見た

56号住(左)

右上50号 住
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図8254号 住遺:構実測図

図8354号 住遺物検出図
図8454号 住柱穴実測図

壷 棺

問山豊富神社の入り口近 くのD地 点B36の 位置にあって、口頚部から上を欠いた壷を組み合

わせて壷棺としている。南側の中程に中形の壷が置かれていた6(84図C)

西側の壷A(88図A)は 、破断面で直径44.5cm、 高さは約56.5cmで 、口頚部から上の破片

は無かった。

東側の壷Bは 、破断面の直径32cm、 高さ約48cmで ある。 この壷Bを 壷Aの 中に入れて組み
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合わぜていた。 この壷Bは 口頚部を ノミ状の工具で、打ち欠いてお り、 この破片は壷棺のまわ

りに散乱 していた。(87図B)

両者 の組み合わせた長 さは145cmで 、幅1m以 上に広が っていたが、元は幅61cmと 推定 さ

れる。

墓!qEの掘 り方は、地山面まで掘 って、周 りを石で押 さえていた。(86図)

南側の中辺に壷Cが 置かれていた。これは壷ABの 破断の時に、南側面の下敷きになった と

推定 され る。

これ らの壷ABCの 内部の黒色圭を、水洗を行い精査 したが、遺物は発見で きなか った。

壷ABCは 器面が、 よく赤色磨研 されている。壷Bの 櫛描簾状文の存在などか ら、箱清水式

期の所産 と考えられる。

↑50西 か ら見た壷棺(2)

↑49西 か ら見た壷棺(1)

一・51北 か ら見た壷棺の

掘 り方
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↑52.南 か ら見た壷棺

図85壷 棺検出実測図

↑53北 か ら見たD地

点 ・壷棺墓壌

46号 住(左)45号

住(右 上)

図86壷 棺 墓 壌 実 測 図

一一84一



図87壷 棺B実 測図
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図88壷 棺A・C実 測図

第3節 古墳時代の遺構と遺物

7号 住居吐

7号 住居趾は、G3・4・5の 位置にあって、1辺7.5mの 大形な方形住居趾だが、東半分

は未発掘である。

この住居趾の西北には、後に報告する二つの溝が接続 してお り、土塁状遺構ではないかと、
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し

報告したが、この住居肚と、土塁状遺構との関連が注 目される。

この住居趾の床面上30cmの ところには、95図15の 古墳時代IV期 の広口牽があって、他の

土器とともに展開 していたが、黒土層の中にあって、住居趾などは明確にすることが、できな

かった。

検出した堅穴のプラソは壁面に沿って焼け土が巡っていた。このように壁面から床面上に焼

土で埋まっていたのは、'屋根材の上に土が載せてあったと推察された。

さらにその下には、木材 ・カヤなどが炭化されて、埋まっていた。

床面は北側部分で広 く焼けてお り、使用された地床炉はどれか、完掘 していないので、にわ

かに決めがたい。

柱穴の状態を見ると、4本 主柱ではないと推定される。

床面から検出された土器は、各地からの搬入された土器が多くみられ、94図10のS字 口縁の

甕、95図13の壷胴部は、元屋敷式土器にみられるもので、ともに東海系の土器で、元屋敷式の

土器と、つぎに報告する北陸系の土器とのあり方を端的に示 しているのが注 目される。

図897号 住柱 穴 ・焼土実測図

一87



↑547号 柱の高杯

図907号 住遺構実測図 ↑557号 住 南壁の炭

↑56西 か ら見た7号 住 の遺物
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図917号 住遺物(炭)実 測図 図927号 住遺物検出図

図937号 住出土土器 ・石器実測図

→577号 住床面出土禾本科植物

の炭化物
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一・58南 か ら見た7号 住の炭化物 ↑59南 か ら見た7号 住の床面

↑60南 か ら見た7号 住主層の土一器
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図947号 住 出土土器実測図(1)
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図957号 住出土土器実測図(2)
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9号 住居肚

9号 住は本線G8～10の 間にあ り、約2/3の 検出面積である。東側の畑面か ら床面 まで1m

あま りの深 さである。1辺5.4rnの 隅:丸方形のプラソで、中に石礫が落 ち込んでいた。

中には直径50cmを 越す もの も見 られた。発見 された土器は少な く、甕 ・器台(96図)な ど

僅かである。

主柱穴はP1～3で4は 未堀である。地床炉は中央 南よりにあ り、幅8cm、 長 さ20cmの 石

を 南北に据え、焼けた範囲は長径70cm,幅30cmで ある。

南側 と西側に連続 して、幅20cm、 深 さ8cmの 溝が壁 面に巡 っていた。 これは問山遺跡では

古墳時代の住居垣二に顕著である。

↑61西 か ら見た9号 住

図969号 住出土上器

実測図

一→629号 住の地床炉

と土器
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図979号 住柱穴 ・地床炉実測図

1茶 褐色土

II茶 褐 色土 石混 り

IIi黒 色土

IV暗 黒色 土

図989号 住遺構実測図
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13号住居趾

13号住居肚はE63・64の 位置にあって、東側部分1/4ほ どの検出である。隅丸方形で、東壁

南北の長さは6m程 の長さで、東と南の床而の回りには、溝が回っている。

ここからの⊥器の出土は、発掘面積の関係もあって少なく、住居垢の年代と時期の決定は土

器からは困難である。 しか し、今回の発掘の所見として、古墳時代の住居玩は、弥生時代より

大きく、また、床面の周囲に、溝が見られる例が多いので、古墳時代の住居玩と判断 した。

↑63北 か ら見た13号 住

図9913号 住遺 構実測 図

図10013・ 号 住 柱 穴 実 測 図
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14・16号 住居趾

14・16号 住は本線F58～60の 問にあって、14号 住は西にあ り、1辺5mの 隅丸方形で、東 と

南側に溝が回る。一Lから2.3mの 位置に10cmの 差の段がある。西の1/5は 未検出で、甕(104図)

が床面にあった。柱穴は4基 み られるが、不規則である。

16号 住は、東のアスパ ラ畑の面か ら床面まで、70cmを 測 り、検 出面積は約1/4と 思われ る。

西側に±坑 と ビッ トが3基 見られる。土坑は直径70cm、 深 さ45cmを 測 り、中に甕(102図)

が埋まっていた。

図10114・16号 住 遺 構i実 測 図

→64北 か ら

見た14(右)

16(左)号 住
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図10216号 住出土土器実測 図

図10314・16号 住遺物検出図

図10414号 住 出土土器実測図

→65北 か ら

見た14号 住の

土器
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図10514・16号 住 柱 穴 実 測 図

一}66西 か

ら見た16号

住の圭坑内

の土器

15号 住居趾

15号 住は本線C55～57の 間にあ って、4.7×5,3mの 隅:丸方形の住居趾である。東南角の畑面

か ら床面まで 、1.3mの 深 さで、床面の中央西に自然流下の乱流(幅40cm)の 跡が残る。 これ

はこの住居玩が埋ま り切 らないうちに、雨水などが流れてできた ものと思われる。
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床面の南(上)側 に幅20cm、 深さ10cn1の 溝があ り、西に巡っている。出土 した土器は古墳

時代の初めの もので、高杯 ・甕 ・器台(119図)な どがあ り、北陸の月影式の影響の見 られ る

高杯脚部(同 図4)

が中央か ら出r_t_し

た。主柱穴はP2・

4で 他は未検出で

ある。

P1は90×105

cm、 深 さ50cmの

大きさの⊥坑であ

る。 この15号 住や

14号 住のL層 には

中世の石敷の道が

検出 されている。

亙 稀 炉
yf茶 甲色士

搬 慰色.以小石混り)

翻 韓色i

ゲ 勲互工

図10615号 住遺構実測図

一>67北 か

ら 見 た!5号

住 の 十 器

99



図10715号 住柱穴実測図

図10815号 住 出土土器実測図
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→68北 か

ら見た15号

住の床面、

中央の小石

は中世の道

20号 ・住居 士IL

20号 住 居 堆 はC81～83の;1窺 ご/i'‾^a,り!4棄繭 と 西 北 の 一部 を}窪 い で 完 掘 で きた 。1辺5,5mの 隅

丸 ノブ形 の 住 居 鰯二で あ っ た 。 末 画 の 圭 器 ぱ 少 な く南 側 にL器 片 が み ら1穀、Pi/}の 中 に 器 台 脚 部 が

落'ち込 ん で い た 。 主 紅 穴 は}=ほ ・2、と:推虚 され る が 、 他 は:適当 の 位 置 灯 ギf:在しな か った 。

壁 面 の 講 は 幅2GC1!職.3深 ざ8cmの 規 模 で 、 南 か ら 西 に1碗っ て お り、ni:,./の 閲 に も の び て

い た,。地 床 炉 ぱ 北 に あ り.r直 径30ご⊃難 で あ る。 遺 物q1.pTし て い な い が 、 占▲墳 時 ・代 のnと

思 わ れ る っ

こ の 辺 は:、 索:の畑 と近 銘 面 か ら西 の 蝦 面 へ と傾 斜 して お り、d注居 ↓li二の 乗:側の}新面 は:、旅:面 か

ら1m以 ⊥ 埋 ま っ て お り、 「綾 好1年 の 時 の 流 れ を 感 じさ せ る。 こ の 層 序 に は 、 石 の 含 ま な い 部

分 が 布 状 に み られ 、 耕 作 地 と して 耕 され た 年 代 が あ る こ とを 示 して い る 。 そ の 特 定 も間 山 の 古

代 ・中 世 を 探 る 必 須 の 事 項 と思 わ れ る。

図10920号 住 柱 穴 実 測 図
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図11020号 住遺構実 測図

一一>69」 ヒカ、

ら 見 た20号

住 床 面
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27号 住居趾

27号 住はZ97～98の 問にあって、約1/2の 検出面積である。1辺2mの 隅丸方形 の住居趾で、

東の畑面か ら床面 まで、1mの 深 さがある。

床面上の土器は、在地系 と思われる甕(113図1・2・7・10・11)に 東海系の(同 図4・

5)の 壷 口縁 があ り、(5)に は刺突文があ り、愛知県の元屋敷式の土器にみ られるもので、

松本市の弘法山古墳に供献された壷口縁にみられるものである。(6・8)のS字 甕も東海系

の影響のもの

である。P2

の小土坑内に

手つ くね土器

(同図2)が

あり、壷形の

手つくね土器

は、中央の床

面にあった。

主柱穴はP

1・3・4が

あり、1基 は

東の用地外に

あると思われ

る。

以上のこと

から古墳時代

前期の住居趾

である。

1茶 褐 色土

II暗 褐色土

III黒 色土

IV黒 色土 小石 混 り

図11127号 住遺物 ・遺=構検出実測 図
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図11227号 住柱穴実測図

↑70北 か ら見た27号 住の土器

↑71北 か ら見た27号 住 の床面
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図11327号 住出土土器実測図
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30号 住居趾

30号 住 は支線1号 のに8～10の 問にあって、隅を傾斜の上に向けて、この部分には石を積ん

でいた。北側の畑か ら床面までは、60cmを 測る。1辺4.2mの 方形の プラソで、上(南)側 には、

溝を巡 らしていた。

床面上層の土器は、箱清水式の高杯、甕な どの破片があったが、床面の十器は古式⊥師の台

付の甕 ・壷などが中央西にあ り、中央に直径1mの 地床炉があ り、柱穴はP1・2と 見られる

が東の位置には、 ホップの棚の吊線の穴があって撹乱 され確認で きない。

図11430号 住遺構 ・遺物検出実測図

図11530号 住柱 穴実測 図 ↑72南 か ら見た30号 住の土器(1)
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↑73北 か ら見た30号 住の土器(1)

一>74西 か ら

見た支線1号

の調査全景

(手前30号 住)

32号 住居祉

32号 住は本線A地 点にあって、A2～4の 間にあ り、31号 住の下の西方に位置す る。1辺6.

7×4mの 長方形の住居祉である。床而までの深 さは東南隅で、地表下1.2mに 達 し、確認面か

らは70cmで ある。

土器は3回 にわたって取 り上げた。 この土器は箱清水式から古式土師 、さらに上層には須恵

片まであ り、覆土中に多数の石 とともに±器片があったが、この中には北陸系の古墳出現期の

土器が多数を占めている。(118～120図)

床而の状態は東端 に幅1m、 深 さ15cmの 落ち込みがあ り、P1～8の 柱穴がみ られたが、

P1・4・5が 主柱穴で、地床炉がP4～5の 問にある。
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これは直径70cmの 範囲で、中心に5×15cmの 石がおかれていた。土坑 も2基 、西南に連続

して設け られていた。

図11632号 住 遺:構 実 測 図
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図11732号 住柱 穴 ・炉趾実測図

図11832号 住 出土土器実測図(1)
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図11932号 住出土土器実測図(2)
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図12032号 住出土土器実測図(3)
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↑75東 か ら見た32号 住

の土器

← 図121

32号 住遺物検出図

一>76西 か ら

見た32号 住の

土器
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一>77西 か

ら見た32号

住の床面の

⊥器

←78西 か

ら見た32号

住 の床 面

33号住居量

この調査地の本線B地 点は、今までの中野市の遺跡地図では、範囲外になっていた所である。

これから上は、試掘の時に土器片など発見されなかったので、今のところ問山遺跡の東南方の

限界に近い地点と思われる。

このB地 点の用地内を20mに わたって排土 した結果、二つの落ち込みがあった。この内33号

住は、C2～5の 問にあって、北側の1/2は用地外であった。1辺3m弱 の方形で、柱穴が西

側に5基 検出されたが、他は認められていない。床面は明瞭には検出されず、34号住の付属の

埋物と思われる。
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検 出された土器 は、床 面上に多 くあ り、箱清水式の甕 ・高杯などの破片と、古式±の壷 ・甕

(121図1・4)、 壷(同 図2)ミ ニチュアの壷(同3)な どで、甕(同4)は やや疑問がある

が、34号 住を含めて外来系の土器の割合が少ない点が注 目される。

図12233号 住 出⊥土器実測図

X79

西か ら見た

本線B地 点
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図12333号 住遺構実測図

↑80西 か ら見た33号 住

一・81西 か ら見たB地 点 全景
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図12433号 住柱穴実測図

図 ±2533与 づ"信三3登ミ物}灸1具 憂刈

一》82達 ∫カ、

ら 貌Lプこ331弓

住

34号 住居杜

33号 住の東に隣接 して34号 住がC5～8の 間にあり、 これ も北側部分1/2が 用地外であった。

この辺は標高435mに 位置するところで、東側は今の道路面か ら床面までL5mの 深 さで、この

間は黒色±で埋 まっていた。

ここの土器 も破片ばか りが多 く、床面上の覆土には、箱清水式の壷 ・甕の破片が見られたが、

おお くは在地系の古式土師の壷 ・高杯 ・甕の類である。

この住居趾の床面は、あま り堅 く締ま らず、短期間の住居の使用を思わせた。主柱穴はP3・

7と 推定 され、壁面の東か ら南に幅20cm、 深 さ5～10cmの 溝がめ ぐっていた。

この住居量で気がついた ことは、外来系の土器が見られないことである。
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図12634号 住遺構実測図

↑83南 か ら見た34号 住上層 の土器
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図12734号 住出土土器拓影図

一>84東 か ら見

た34号 住の床面
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図12834号 住遺物検 出図

図12934号 住柱穴 ・土坑 実測図

40号住居趾

ここは支線2号D地 点にあり、今の道路の下にあり、その影響をうけて破壊された所があっ

た。東側に幅30cm深 さ10cmの 溝が南北にあり、柱穴もP1～3が あったが、プラソはよく確

定できなかった。

一119一



焼土と炭片が西側に広がっていたが、床面とおもわれる面の石の在 り方から、この面は破壊

をうけていた。(47図)

ここの遺物は、箱清水式の高杯の杯部分、初期須恵器の腿、中国の北宋時代の蓮弁文の青磁

碗(45図1・2・3)な どで、初期の須恵器の住居hヒからの出土は、注目される。

↑85南 か ら見た40号 住の土器 ↑86同 初 期須恵器

第4節 平安時代の遺構 と遺:物

149号 住 居±止

49号 住は支線2号E地 点D19～21の 間にあ って、その西側に も焼土が広が ってお り、D23の

付近には、完形の杯が3個(130図)あ り、2個 は逆位に1個 は正位 にあった(写 真91)。

49号 住の遺構 ぱ、黒色土層にあ ったため、プ ラソの検出は明確でな く、床面は焼土の広が り

で追求 した。 したが って壁 面は不安の面を残 していろ。 しか し1辺4.51nの 方形住居景 と推定

している。

主柱穴 とP2～5と 推定 され、石組の カマ ドが憂側壁に焚llを 南に向けてあ り、巾1畑こ支柱

石か見られた。 カて 紹う規模は、奥行40cm、 轍5cmで 浮 麹 に石を使 磁 い で 調iめ 一ぐいだ,

この回 りか ら内黒杯 ・甕(132図6は ⊥層出ll蒙 どが 多数みつか った。

この中には、灰軸の碗(132図4)・ 暗文のある杯(同 図1)・1～ 縁状の甕(llゴ1図81F片

f]の付いた大鉢(133図12)な どが注 目さ:れる。

図130E地 点D23附 近出一L⊥:器実測図
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図13149号 住遺構実測図

→87南 か

ら見た49号

住の土器

121



図13249号 住 出土土器 実測図(1)
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↑88南 から見た調査前の

支線2号D

図13349号 住 出土土器 実測図(2)

一・89東 か ら

見た調査前の

支線2号E
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図13449号 住柱穴実測図

.
図13549号 住遺物検 出図 ↑90北 か ら見たED23出 土 の杯

一→91南 か ら

見た49号 住 の

カマ ドと土器
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↑92南 から見た49号

の カマ ド

図13649号 住 カマ ド実測図

2土 墳

この土壌 は53号 住の南側に検出 された もので、 さらに 南側の用地外に未調査の部分を残 し

ている。 この±壌の上層の北辺 に完形の小形の杯が2個 と、少 し中に入 って同 じ杯 と破片1個

体分が検 出された。 さらに土aの 北西から破損 した小形杯2個 体が見つかった(137図)。

この土壌は南の断面でみると、上幅1.2m、 底幅90cmの 逆台形状を呈 し、現地表下70cmの

深 さがある。検 出された長 さは1mを 測 る。 しか し、想定復元では長径1.7mと 考えてい る。

この中には先に上げた小形圷のほか、箱清水式十器片に混 じって土墳の北東側 にやや大きい石

があ り、壌 内にも4個 の石が入 っていた。

このよ うにこの⊥塙 は墓塙であ り、人が埋葬 された後 に、食物 を盛 って供献された もの と思

われ る。 これは古墳時代か らつづ く、黄泉戸契(ヨ モツ ・ヘグイ)の 葬送儀礼を表 してい ると

推定 され る。

・!・形高台杯(139図1・3)は 、 この間山遺跡の昭和58(1983)年 の県道須坂～中野線 の調

査時の平安時代住居趾の石組 のカマ ドの回 りから出土 している。 これには足高高台杯 も伴 って

お り、善光寺平第5様 式(国 分期)の 第V期 に当た り、12世:紀後葉に位置づけられている。 こ

れをもって、中世の木製什器(お 椀)に 大 きく転換す る。(川 上元 「土師系什器の展開 と終焉」

『中部高地の考古学』1)と されている。

この ように この⊥;;;の所属年代は、平安時代の後葉と推定 され る。

一125一



図139平 安時代の土壌出土土器実測図

↑93北 からみた平安時代の土壌 と土器
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↑94北 から見た平安時代の土塙 ↑95西 から見た平安時代の土壌と土器

3そ の他の遺物

1991・92年 の調査によって、問山遺跡全体から須恵器の破片が出土 した。これらの調査では、

まとまった遺構との検出はなく、なぜか点で発見される程度である。

(139図)は1991年 出土した須恵器の拓影図である。奈良時代から平安時代にかけての在地

産のものと思われる。但 し(同 図16)は 中世の道跡出士の珠洲焼の摺鉢の底部である。

↑96西 方の山か ら見た間 山遺跡

中央の森 は間山=豊富神社、支線1号 は写真中央左外、森 の右1992年 調査地。
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図140間 山遺跡 出土須恵器 ・珠洲陶器拓影 図
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第5節 中世の遺構と遺物

1中 世の道跡

今回の発掘調査の用地は、中央農道と地元から呼ばれているごとく、左右に山が迫る間山の

扇状地の中央を通過 している。現在の間山の集落の現状を見ると、散村の形態をとり、遺跡の

ある中央の大部分は、耕地となっている。このように弥生時代から古代にかけての集落の在 り

方と変わっている。これがどの程度中世まで、影響 しているか注目される点である。

1991年の調査において、中世の道と推定される跡が検出された。この地点では、主軸方向が

北一21。一西で、南の用地外の畑に向いていた。

この調査始点近くの本線B2(写 真10)は 地山面にくいこんで、幅1.5～2.2mの 浅いU字 状

をなし、直径15cm以 下の石を敷き詰めていた。これは溝 ・土塁状遺構に食い込んでおり、こ

の道の使用の頻度、経過年数を物語っている。

この道が調査地の中に次に現れるのはF26か らで、ここから北の部分約20mは 、耕作土が浅

く撹乱された可能性がある。この辺 りの道幅は1.2mで 、6号 住の所では南側で、道から床面

まで50cmの 差があった(142図)。

この南のF37附 近では、2条 の敷石が残っていた。この上のF45付 近は、畑から出た石を埋

めるため、大きく前の道の部分を掘って石が埋まっていた。

18号住から南は、用地内のほぼ中央に位置 していた。この辺は西に傾斜 しているため、東側

をえぐって平面を作って石を敷いていた。 この辺の平均の道幅は1.5mで 、一部補修 されて2

段の層位に分かれていたところもあった(141図)。

F63か らは内耳土器の破片、文様のない古銭、珠洲の摺鉢の破片(139図16)な どが検出さ

れている。

今回の道路用地は、C75付 近から西にふれているため、この中世の道は真っすぐ南の問山=豊

富神社に向いているため、用地外となり調査できなかった。

この道の検出によって、中世の間山の景観の復元にも役立つものと確信 している。
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↑9818号 住か ら南の中世の道跡

図141中 世 の 道 跡 実 測 図(1)(F61～66)
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↑99南 へ見る12号 住北の中世 の道跡



↑100F40か ら北の中世の道跡

図142中 世の道跡実測図(2)(F28～32)
↑101北 にみ る6号 住南の中世

の道跡

2溝 と土塁状遺構

溝には自然に雨水などによって、つくられたものと、人工のものがある。31号住から30号住

の北にみられるものは、後者で、2号 住から南方にみられたものは前者と思われ、これは随所

にみられた。

このほかに人工的な防御の目的で造られた、溝が存在する。この可能性のあるものが、7号
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↑102西 か ら溝跡を見る

図143中 世の溝跡実測図
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↑103西 から見た溝跡

中央は中世の道跡



住の西 にみ られた(143図)。2条 の溝が2mの 問隔 をおいて、東西に走 るもので、南側 の溝は、

逆台形状で、幅0.70～1m、 検出面 からの深 さ40cmを 測 り、確認 された長 さ5.7mで 、用地外

の畑 となる。北側の溝 もほぼおな じ形状 で、深 さは60cmで ある。検 出された長 さは、約19m

で、東は7号 住 の床面 と壁面に くいこみ、西は道路分に没入 していた。

西方の10号 住の東側 に、幅2mの 中世の道跡 があ り、溝を埋めていた。 これ らの溝の中には、

箱清水式の土器が埋 まっていた。

10号 住の西壁の観察に よれば、 この両方の溝の問 には、土盛 り状(土 塁)遺 構の存在が考慮

された。 この遺構 の東西の方向は、現在 の畑の畦畔 の方向とも一致 してお り、大字間山小字石

動下 と、大字新野小字上東 との境界線になってお り、10号 住西の広 い道路は、大正 末年に耕地

を分断 して開設 されたもので、以前はこの10号 住 の西の農道が本通 りで、 ここから西に折れて、

約100rnで 南に直角にまが っていた。

これ らの ことをもっと、大 きな視点か らみ ると、 この線の東は、県道須坂～中野線 までで、

延長170mに 及 ぶことがわかる。 しか し7号 住の ところか ら今度 の新設道路の計画は、畑の境

界線を中心に して設定 されてお り、 この延長120mの ところに、津島公会堂 の下の道があ り、

この道 の延長 が130m西 に伸び、先に記 した大正末年以前 の古道 に合 し、 ここか ら北へ当初の

東西線 までは、120mを 測 る。

以上の結果か らあ くまで推測にす ぎな:いが、 この地点に方形 の防御施設 が予想 され る。 この

ことは、永正7(1510)年 高梨政盛 が越後魚沼郡長森原で、関東管領 上杉顕定 を打 ち取 り、

「間山の館にかえ る石動 の構えなり」と記 された、江戸時代の記録 「白井文書」を思い出すの
れいせん

である。この津島公会堂の所には、明治6年 新野と問山の共立で、日野小学校の前身の酪泉学

校が置かれた。この醜泉とは、甘い即ち美味 しい泉との意で、ここには清洌な泉がいまも湧き

だ している。

戦国前期に属するこの時期の居館は、回りに溝や棚をめぐらした、館の姿が想定されている。

今回の発掘は、それを確定するには、あまりにも部分的なものである。 これに関連 して中世

の道跡との関係が考慮され、館の北の入口か、どうか、今後の検証をまたねばならないし、今

回検出された溝の時代決定 も確定すると思われる。

図144問1-1-1館跡推定図 ↑104東 から見た北側の溝断面
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→105東 か

ら見た中世

の溝跡 手前

は7号 住

礫の埋没坑

石動下と津島の小字境は、道路でも区画され、今回の用地内の旧道は交錯している。この地

点を排十すると、石礫が集中 して埋没 している所であった。この大きさは、長さ9m余 、幅4

mあ まり、深さ2mの 規模であった。

これは畑から除去された石を集めて、埋めたと想定され、さらに地山の黄色土を採取 した土

坑内に埋められたと推定 している。昔はこの辺に矢塚が沢山あったとする話があり、埋没され

た年代についても古老に尋ねたが、確答が得られなか った。

↑106北 か ら見た礫の埋没坑
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第III章 調査 の結 果 と考 察

第1節 問山遺跡の土器編年試案と考察

今までと今回の調査によって知られた、間山遺跡の土器編年は、概略次の通りである。

時 期 ほぼ該当する土器編年 調 査 年 ・文 献 ・そ の 他

縄文時代前期II期 関山式 支線1号 土坑1992、中野市教委 「間山」1981

「下高井」小野1953

〃V期 諸磯B式1991年 調査

〃 田;期 諸磯C式 〃

〃 中期1期
、 新崎式、(深沢式)〃

〃 中期後半1期 加曾利E式1992調 査

弥生時代中期後半 栗林II式 〃

〃 後期前半 吉田式1991・2調 査

〃 後半 箱清水式 〃1984年 調査、「下高井」1953

古墳時代前期 北陸系 ・東海系土器1991・2年 調査

〃 中期 〃 少量

奈良時代 〃

平安時代後期 〃39号 住 桐原19581984年 調査

1鎌倉～室町時代1991年 調査

次に2年 度にわたった発掘調査で、発見された遺構の年代を列挙すれば、次の通 りである。

番号 名 称 該 当す る時期 説 明

1支 線1号 土坑 関山式

251号 住 吉田式(古)沈 線文の壺形土器あり

317号 住 〃(中)

424号 住 〃

529号 住 〃(新)

62号 住 箱清水式(古)

73号 住 〃

84号 住 〃

95号 住 〃
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106号 住 〃

118号 住 〃

1210号 住 〃

1311号 住 〃 推 定

1422号 住 〃

1523号 住 〃 推 定

1625号 住 〃

1736号 住 〃(中)

1838号 住 〃

1943号 住 〃

2044号 住 〃

2145号 住 〃

2248号 住 〃

2352号 住 〃

2454号 住 〃

25壺 棺 〃

2612号 住 〃(新)

2718号 住 〃

2819号 住 〃

2921号 住 〃

3026号 住 〃

3131号 住 〃

3235号 住 〃

3337号 住 〃 周囲に古式土師あ り

3439号 住 〃

3550号 住 〃

3653号 住 〃

3741号 住 〃

3842号 住 〃

3947号 住 〃

4050号 住 〃

411号 住 〃

4232号 住 〃

4315号 住 古墳時代前期
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4420号 住 〃

4530号 住 〃

4633号 住 〃

4734号 住 〃

4840号 住 〃

497号 住 〃 上層はIII期の土器

509号 住 〃

5115号 住 〃

5214号 住 〃

5316号 住 〃

5413号 住 〃

5527号 住 〃

5649号 住 平安時代IV期

57支 線2号 土墳 〃V期

第2節 各住居祉の土器様相について

次に各住居趾から出土した土器について、特に注目される組成 ・形態 ・出自・分布などにつ

いて、概説する。

(1)51号 住居吐の土器

弥生時代後期前半の住居趾は、4軒 発見されている。このうち最古と思われるものは、支線

2号Eの51号 住と推定される。この住居肚は焼失した住居で、遺物の残 りがよく床面の土器と

流れ込みの土器との区別が容易であった。

壺(76図12)は 長胴形で頚部に太い櫛描横線文があり、下に櫛描波状文のみられるもので、

壺(76図13)は 器型が似て、頚部に沈線文のみられるもので、栗林II式の文様の伝統を引き継

ぐものである。

甕(75図10)は 頚部が長く櫛描文が縦、或は斜走する。これは栗林II式の甕の胴部の文様に

みられる。斜走または斜格子状の櫛描文に系譜が求められる(『栗林遺跡第IX次報告書』1992)。

大甕(76図11)は51号 住西の外、床面の レベルから下に埋没 していたもので、折 り返 し状の

口縁をもち、胴部の櫛描波状文は断絶痕があり、下の櫛描文は綾杉状の施文、(波状条線文)

となっている。これも栗林II式の文様に見られるものである。これらの土器の様相からみると、

長野市吉田高校 グラソド出土の土器を標式とする。吉田式の土器と比較すると、栗林II式に近

い様相が認められる。これは、時期差であるか、地域差であるか、今後の検証に待つところで
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ある。

この タイプの壺は22号 住(1992年 報告)11!土 の壷の型式に引き継がれ るのもと考え、箱清水

式の古相を示す ものと して位置づけている。

これ と脚部が直線に開 く高杯な どが同時 期と推定 される、,

(2)6号 住 居吐 とアメ リ力式 石錺i

6号 住は1991年 調 査された住層虹Lで、1/3のa<発 掘部分を残 しているが、床 面の圭器な ど遺

物の残存が良かった。

↑107ア メ

リカ 式 石 鍛

(上)と ガ

ラ ス小 玉

図1456号 住遺物 出土実測図
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この床面上からは、ブルーのガラス小玉1個 と、アメリカ式石鐡2個(写 真138)が あり、

そのほか、土器の大壺は赤彩され、口縁がベル ト状に肥厚して、外面に櫛描簾状文を施文 した

ものがあり、他の赤彩の壺は頚部に櫛描横線文があり、口唇部分がやや内折 した形で、その外

側に櫛描波状文のみられる。

甕には、飯山 ・佐久地方に多いとされる、折 り返 し状口縁で、口縁に櫛描波状文を施文 し、

頚部から胴部分に櫛描の斜格子文を施す甕は2個 見つかっている。このほか、片口形土器は2

個、甑形土器、赤彩の鉢形土器などが出土 している。

これらの土器の編年代は、箱清水式の前葉の土器群と推定される。

ここで問題としたいのは、アメリカ式石鍛の存在で、これは中野市では初見のものである。

この石鐡はアメリカ ・イソディアソの使用品に、これと似たものがあることから、名がつけ

られた。これは関東北部から北と、能登半島から北の日本海側から東北地方に多く発見されて

いる。

しか し最近大坂府でも発見されたと言われるが、東北の枡形囲式に伴出し、福島県の天王

山式土器に伴うことから注目されている。しかしこの土器の時代に汎 日本的には弥生時代であ

り、この石鐡は、縄文文化の伝統の残る地域の所産と言われている。

中野市地域では、弥生文化の土器は、中期後半に位置づけられている栗林式土器は中期初頭

の阿島式からの系譜上がたどれる土器で、文様には縄文文化から引き継ぐ、縄文の多用、沈線

文などと、弥生文化の櫛描文を合わせた2種 類のものがある。

しか し発見された弥生記号の存在から、縄文文化の伝統を残しながら、稲作を基調とする西

からの弥生文化の中に栗林式文化が位置づけられると理解される。この文化を承継する吉田式、

箱清水式文化は、その伝統の上にある。

この箱清水式段階の6号 住から検出されたアメリカ式石鐡は、前に記 した縄文文化の伝統の

残るどの地方から搬入されたか、興味ある問題である。攻める弥生、守る縄文の時代、どの地

帯にいつどこに、両者の線引きができるのか。交流と搬入には、どのような経過 ・経路をたどっ

て、間山遺跡まで持ち込まれたか、今は謎である。

(3)31号 住居祉と土器

この住居趾は焼失しており、北東の部分が未掘である。この床面上層からは、古式土師の土

器が出土 している(24図1・2・3)。

床面の土器搬入されたか甕(同 図4)、 台付甕(同8)、 塗彩されない鉢(同7)な どと、

特に注 目されるものは、超大型壺、台付飾壺の破片(同5)で ある。

この台付飾壺は、北陸の弥生後期から古墳出現期の法仏式から月影式にみられるもので、こ

の土器は装飾器台などがみられる、月影式の影響を受けて居ると思われ、胎土 ・焼成からも搬

入された外来系の土器と認められる。
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住居趾の西南隅には、超大形壺(25図9)が 口縁部を東に向けてつぶれていた。口縁部分の

一部は
、使用中に欠けたか、破片のまとまりの中には無かった。この壼の文様か ら箱清水式の

後半段階の土器 と思われる。この土器を復原して、容量を調べたところ頚部上までで、1452

の容積量があることが分かった。この壺は何を貯蔵 したか、籾が有力と思われるが、この時代

の生活を復原する手がかりとなるものである。

45号住居趾

45号住居趾は1/2の検出面積で、一辺7.5mの 大形住居趾である。床面の土器は北辺に多い傾

向であった。ここから出土した土器は大形の壺が多く(58図9)(59図11・12)(60図31・14)な

どである。

9の 壺は、頚部に櫛描横線文に縦線文が2連 みられ、内面の二つの黒い帯は赤彩の上の墨の

あとである。11の壺は口縁外に櫛描波状文があり、頚部に櫛描横線文と縦走文、その下に櫛描

波状文がある。12の壺は縁部が欠損 し、頚部に櫛描横線文と縦走文が2連 し、その下部に 「一」

の刻みのあるボタソ状貼付けを施している。

13の壺は頚部に櫛描横線文と、波状文が中央と下にあり、縦走文もみられるものである。14

の壺は口縁部欠損 し、頚部に櫛描横線文と縦走文が2連 あり、その下の中間に、多孔のボタソ

状貼付があり、下の文様は波状文である。

このようになぜ、この住居」止に壺が多いのか、疑問に思われ、合わせて下半部の欠損した壺

の多いのに注意される。

このほか、ごく小形の甕(58図4)も あり、加熱のあとがみられないことから、塩などの貴

重品を入れたものと推定 したい。

そのほかに小形甕(同 図6・10)、 大形甕(同 図8)、 鉢(同 図7)、 赤彩の高圷の脚(同 図2)

があり、東南の壁からは、紡錘車(同 図3)が 出土 している。また焼失家屋のため、土器集中

のところに、材質がケヤキと思われる盤の破片も検出されている。

これらの遺物から箱清水式の中葉以後の住居趾東南の思われる。

7号 住居趾と土器

7号 住居阯 も一辺7.5mの 大形に属する住居趾で、焼失 していた。発掘時の所見によれば屋

根に薄く土が載せ られたおり、これが焼け土となって、床面上に堆積 したと観察された。

この住居趾の上層50cmに は、在地系の広口壺(95図15)が つぶれて、展開していた(写 真

56)。従って床面の土器とは、多少の時期差を考慮しなくてはならない。

そのほかの図示した(94・95図)の 土器はこの住居趾に伴うものと思われる。

壺(95図13)は 横走の直線文帯の間に、刻み(断 絶痕)の ある山形文帯があり、赤彩はされ

ていない。これは愛知県朝 日遺跡などの元屋敷式土器に伴う、宮廷式(パ レススタイル)の 壷
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にみられるもので、羽状や円形の刺突文を伴うものが多い。大参分類によると、山形文帯はD

類以降に出現 し、直線文帯は、D・E類 の分類は長野県にも認められ、その中心地ば、尾張平

野(美 濃地方)と されている。

松本市弘法山古墳出土の同種の壺 《『長野県史考古資料編』遺構i・遺物》(177図1)と 同

時期と思われ、古墳時代1期 新段階に位置づけられている。

これと同種の壺の破片は支線1号 の表採の壺破片(146図4)と 、27号住出土の壺 口部破片

などが検出されている。

器台(96図14)と 高杯(95図2)は 、奈良県纏向遺跡辻土墳4(5F8W)下 層出土資料に

あり、北陸の月影式にみられるもので、纏向遺跡のものは、北陸からの搬入品と推定され、7

号住の器台 ・高圷は北陸からの搬入または、影響のあるものとみられる。

甕は在地系と思われる甕(95図7)も みられるが、他の図示 した甕は、外来系のものである。

S字 甕(95図10)は 胎土 ・焼成 ・形態の観察から搬入品と認められるものである。

S字 甕 とは濃尾平野の欠山式土器の時期に、台付甕から生まれたもので、台付のものが多 く

図示したものは、台付ではないが、明らかに搬入品である。

高杯(同 図9)は 赤彩され、口縁に小突起があり、圷部が大きく開き、脚部に三角窓が3カ

所みられるもので、小突起などは箱清水式の系譜を引くものである。

この住居趾の土器の系統と出自は、外来系が80%を 越すものと思われる。

このように北陸系の土器を主流にしながらも東海系の土器がみ られる現象は、市内の安源寺

遺跡にも認められるところで、弥生から古墳時代への変革期を迎えて、全国的に人も土器も動

いたとされる現象が、問山遺跡からもよみとれるのであり、次に述べる32号住居吐出土土器で

もその傾向が認められる。

図146支 線1号 表採土器実測図
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32号住居趾:と土器

32号住は先に報告した31号住の西側に位置した住居趾で、この中に石とともに多数の土器片

が検出されたが、流れ込みの状態の土器が多く、この住居肚の時期を決定する床面の土器は、

発掘 した状況からよみとり、決定することに躊躇されたが、図示 したとお りの多 くの古式土師

の存在から住居趾:の時期を決定した。

小形丸底鉢(117図2)は 、北陸の月影式の第三段階頃の器形で、富山市杉谷A遺 跡第2方

形周溝墓出土の同種土師器に似てお り、胎土 ・焼成からみて搬入品である。

器台(同 図14)脚 が短 く圷部が大きく開く形態は、富山県小杉町中山南遺跡2号 住居趾出土

土器、新潟県新井市斐太遺跡群上の平 ・矢代山遺跡出土土器にみられ(『 月影式について ・報

告編』1986石 川考古学研究会)、北陸系の土器である。

壺 ・甕の口縁形態からみて、北陸系と認められるのは、(118図1・6・13)・(119図18・20～

25)・(120図31～35・37)な どで、新潟県方面に出土例の多いものである。

壺24・37の 口縁形態は、月影式3段 階にみられるもので、このほかの(7・9・15・29・30)

などは在地系の土器と思われる。

壺32は 口縁部に凹線文のみられるもので、滋賀県高島郡針江遺跡出土例にあ り、近江系と呼

ばれるものである。これは石川県の法仏式から月影II式 にみられる器形である。しかし、この

凹線文の口縁の壺は、愛知県安城市中狭間遺跡溝状遺構出土土器にもみられる。これは畿内の

土器が、東海地方と北陸地方へ影響をあたえたことを示すものである。

このことからこの古墳出現期の土器は、再論すると、北陸からの流れを主としながらも、一・

部は東山道経由のルー トもあったことになる。

19の土器は、杯部の破片で全体像がつかめないが、赤彩されており、形:態から月影II式にみ

られるもので、器台形土器の杯部とみられる。

有孔鉢(16)は 富山県大門町串田新遺跡出土例にあり、大形甕(28・36)な どは在地系のも

ので、壺下半部(26)、 高圷脚部(17)な どは、箱清水式のものである。

(28・36)の 土器は、この時期の壺形土器と推定される。

ミニチュァの鉢(3)土 製の曲玉(10)な どは古墳出現期の祭祀にかかわるものとみられる。
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第IV章 む す び

間山遺跡の通称中央農道建設に伴う緊急発掘調査は、平成3・4(1991・92)年 の2力 年に

わたって行った。その成果はすでに前年の報告分を含めて、54号の住居趾に及んでいる。この

中には、1部 分の検出にとどまったものもあるが、縄文時代か ら平安時代のものである。

これらの何千年に及ぶ年代のなかで、この遺跡に人が住んだ時期と住まない時期があった。

勿論、該当する時期の遺構に直面 しなかったことも考慮されるが、過去の調査例 とも合わせ考

えて、今回これだけの広域の遺跡の発掘調査を実施した結果から、この遺跡のもつ性格の大ま

かな傾向は把握できたと思われる。

縄文時代は、前期前葉の関山式の土器が十二川沿いの地点に確認され、前期後葉の諸磯式B

式C式 の土器は、今回の調査で初めて確認されたが、僅かである。中期の土器は、前葉の北陸

文化圏に属する土器(狭 義には深沢式)で 、これらも僅かである。

っぎの後葉に属する加曾利E式 の把手が1点 発見されている。後期の土器は、隣の新野遺跡

で、堀 ノ内1式 土器が発見されているが(未 報告)、 ここではみられない。晩期の土器 も同様

である。

しばらく無人の地であった遺跡に、人が住むようになったのは、約2千 年前の弥生時代中期

後半の栗林II式土器の時代になってからで、土器は小破片で量 も僅かである。つぎの後期はじ

めの吉田式から住居趾が時期別に追えるようになり、土器の様式の変化、住居の規模 ・構造の

変遷が、遺跡の中でとらえられるようになる。 最盛期を迎えたのは、箱清水式の時期で、住

居趾が切り合い関係や、伴出した土器によって時期の細分が可能である。この時期の超大型壺

の存在や、壷棺墓の確認などは、弥生社会の復元に役立つものと思われる。

この箱清水式の末葉には、外来系(北 陸月影式)(越 後系)(東 海欠山式)の 流入があり、

箱清水式土器は解体の方向を向かえる。この現象は、これらの地方との交流や、人の流れがあっ

たこととが土器は示 している。次の段階の小型丸底土器 ・器台型土器 ・小型高圷などの小型精

製土器の出現は、古墳時代の葬送儀礼や、祭祀に使われたもので、古墳時代の土器である。

この報告書では、前段階の月影式(庄 内式併行)の 影響の見られる土器も古墳時代に含めた。

この時期の濃尾平野の元屋敷式系土器の流入は、今回確認されたもので、この時期に東海地方か

ら強い影響があったことを物語っている。この転換期の土器様相は、市内安源寺遺跡でも同様

に確認されている。

古墳時代中期から後期の遺物の発見は希薄である。奈良時代になって住居趾がみられ、平安

時代の10世紀には、住居趾が散発的に発見され、今回を含めて3軒 検出されている。この時期

の土墳墓の検出では、小型杯が供献されてお り、当時の葬送儀礼の一端を知ることができる。

中世の遺構では、敷石の遺跡があり、中世の村落構造の復元の資料となり、溝を伴う土塁状

遺構の検出も今後の検証が必要である。

発掘調査に際し多くの方々からご援助をうけたことを感謝 し、締めくくりとします。
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〈付表〉 第10図 石器観察表(1992年)

糞 出土地鞭 別 器 形a誌 チ濡 轟 評 面 成型纏 ・形態の特徴・系統など 備 考
15号 住 打製 バチ型 安山岩製、刃部及び側面に摩滅痕あ

石斧 り、成型、調整ともに粗雑である

27号 住 〃 短冊形 安山岩製、保存状態は良好であり使

用による摩滅等に痕跡なし、成型 ・

調整、ともに精緻である

314号 住 タタキ(三 角柱)砂 岩製、上下両面に打撃痕あ り

石

412号 住 磨石(玉 子形)火 成岩製、表面に火をうけ酸化 して

いる。風化が著 しい

513号 住 石刃 ブレイ ド 黒耀石

状 側面に使用痕あり

第12図 土 器 観 察 表(1992年)

15号 住 土器 甕18.0(残 存高)赤 褐色 黄褐色 外 口縁 意識 して平滑にフチどり1/2残

19.0黒 褐色 黒褐色 下部 施文のあと 下からナデ や

や 脆弱 砂粒多い

内側 ヨコミガキ

第16図

128号 住 土器 甕10.49.05.4赤 褐色 堅 外 砂粒少 し 胴上半

褐色2/1残

2〃 〃 高杯13.0(10.6)(12.3)赤 彩 堅 鉄分粒 砂粒あり3/5残

329号 住 〃 壷16.8上 部一赤彩 砂粒細かい 頚部上完

下部黄褐色暗褐色

4〃 〃 〃8.1茶 褐色 淡榿色 外 タテヘラミガキ 下半部

黒色 内 ヨコヘラミガキ3/1残

砂粒少 し 赤彩なし

7〃 〃(胴 部)明 黄褐色 淡燈色 堅 外 タテヘ ラミガキ、ヨコヘラ2/1残

28.89.0黒 色 ミガキ

内 アライハケで ヨコナナメに

整形

外二黒斑あ り、胎土砂粒な

し、赤彩な し

530号 住 〃 壷16.05.019.0堅 外 口縁 ヨコナデ 完

上部ナナメハケメ

下部ハケメの粘土滞流

内 ヨコナナメハケメ

6〃 〃 高圷14.5(残 存高)赤 色塗採 暗褐色 堅 砂粒多 し2/5残

10.0

8〃 須恵器 瓶(3.8)頚 径(上)灰 青色 堅 外 ロクロナデ 胎土灰白色

7.6内 ヨコナデ

第24図

131号 住 土器 壷 ・9.4赤 彩 赤彩 堅 石英粒、淡い赤い色1/4残

2〃 〃 甕14.0灰 褐色 白黄色 堅 外 ヨコナデ櫛歯状工具痕1/7残

残る

内 ヨコナデ

3〃 〃 壷13.4黒 褐色の 明黄澄色1/4残

部分あ り

4〃 〃 甕12.0黄 赤褐色 堅1/3残

明青灰色

5〃 〃 壷 淡赤彩 白黄色 堅 石英粒 外来系1/4残
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番

号
出土地点 種 別 器 形

寸 法(セ ソチ) 色 調
成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考口 径 底 型 器 高 外 面 内 面

6 31号住 土器 脚 6.0 赤褐色 堅 外 上部5セ ンチ位 ヨコ 中2.5

セソチ タテヘラミガキ

下部5ミ リヨコ

内 ヨコナデ

脚完存

7 // // 浅鉢 18.8 明黄褐色 明黄褐色 堅 石英粒、無塗彩

外 タテケズリナデ

内 ハケ整形ヘラミガキ

1/3残

S // // 高台付

甕

11.2 黒褐色

茶褐色

左同 堅 外 タテヘラミガキ

内 ヨコヘラミガキ

3/5残

第25図

131号 住 土器 壷 50,0 19.0 108.0赤 彩 堅 外 タテ、 ヨコヘ ラ ミガキ

第28図

1 35号住 土器 甕 10.0 黒褐色 黒褐色 堅 外 砂粒多 1/2残

上 ハケ メ、 ヨコタテナ ナメ

内 ハ ケ メヨコ、上 ナデ ミガキ

2 ii // // 17.0 堅 砂粒、鉄分粒、胎土青白色 二 下半分上

次火熱媒付着 1/2残

内側 ヨコヘラミガキ

3 // // 高杯 赤彩 赤褐色 堅 砂粒あ り、外 タテヘラミガキ 3/5残

(脚部) 内側 ヨコヘラミガキ

4 36号住 // 深鉢 加曽利E式

把手
5 ii // 甕 26.0 黒褐色 黄澄色 堅 鉄分粒、砂粒 ヨコヘラミガキ 口縁部1/2競

(煤) 青灰色

黄澄色
6 // ii ii 14.0 赤褐 堅 鉄分粒 砂あり 在地系か?

暗青灰色 外 ハケメナナメ 内ヘラミガ

暗褐色 内 ヨ コヘ ラ ミガ キ キ特長

第38図

1 37号住 土器 蓋 (ツ マ ミ) 口径 暗赤褐色 黒褐色 堅 外 ハケメタテ 2/5残

径4.4 16.0 7.2 内 ナナメハケ、整形ヨコ

つまみ部に径0.2センチの貫通孔あり

2 // // 鉢 (16.0) (4.4) (8.6) 堅 外 ヨコヘ ラ ミガキ、 タテへ 1/4残

ラミガキ

内 ヨコナナ メヘ ラ ミガ キ

明燈色、胎土中青灰色
3 ii // 甕 11.6 暗褐色 堅 外 ハケメヨコ タテナナメ 1/2残

内 ハケメヨコ 上ナデミガキ

砂粒多し 古式土師
4 // // 壷 赤彩 黄燈色 堅 外 ヨコヘラミガキ 胴部1/4残

内 板あとあり ハケメヨコ

5 38号住 // 甕 明褐色 明黄灰色 堅 外 タテヘラミガキ 1/2残

(煤) 内 ヨコヘラミガキ 良好

6 // ii 圷 (11.8) (s.o) (3.2) 赤褐色 黒色 堅 外 ヨコナデ 3/5残

黄褐色 内 黒色 ヨコナデ 糸きり

(平安時代)
7 // // 壷 赤彩 堅 外 ヘラミガキ

内 ヘラミガキヨコ 他に同

壷の破片なし 南西隅出土
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第42図

番 寸 法(セ ソチ) 色 調

号
出土地点 種 別 器 形

口 径 底 径 器 高 外 面 内 面
成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考

1 39号住 土器 甕 12.0 赤褐色 やや軟 外 タテヘラ整形 火熱痕 1/2残

内 タテヘラミガキ

2 // // 高圷 赤彩 赤褐色 堅 外 タテヘラミガキ 頚部に隆帯

内 ナデ整形 あり

隆帯後に付着

3 // ii 鉢 15.0 4.3 4.9 赤彩 赤彩 やや軟 外 タテヘラミガキ 1/2残

内 ヨコヘ ラ ミガキ

器面剥落 石英粒 砂粒

多 し

4 // // 器台 7.6 黄褐色 堅 砂粒多し 孔3ケ所

5 // ii 紡錘車 (直径) (厚さ) 赤褐色 堅 砂粒中 1/3残

4.7 0.9

6 // ii 甕 黒褐色 やや軟 外 タテヘラミガキ 胴部1/4残

黄褐色 煤付着 胴下25.4

内 ヨコヘ ラミガキ

7 // // 注口 8.4 7.1 12.8 やや軟(焼成)外 上部ヨコヘラミガ 注口部の 口先

土器 キ 下部タテヘラミガキ がやや高 くな

内部 ヨコヘラミガキ良好 って い る。

胴部に外から後の穿孔あり径0.4 4/5残

セソチ

8 // ii 高圷 3.2 8.8 6.5 堅 外 ハケメタテ 内側ハケメヨ

(脚部) コ 石英粒

第45図

1 40号住 土器 高圷 (21.0) 赤彩 赤彩 堅、くすんだ赤彩砂粒少 ヨコヘ ラ

磨き

圷部1/3残

2 // 初期

須恵器

腿 濃緑青色 青灰色 胎土青灰色自然粕、鉄分沈着 醜破片

3 ii 青磁 碗 青磁しのぎ蓮弁文碗

4 41号住 土器 鉢 20.0 6.0 12.5 明黄澄色 明赤褐色

のところ

あり

やや軟砂粒 ヨコヘラ磨きタテヘラミ

ガキ ニ次火熱痕

1/2残

5 ii // 甕 4.9 セピア色 堅 黒褐色 胎土青灰色 1/2残

6 // // ii 11.2 5.5 16.1 赤褐色 黄燈色 脆弱 赤褐～暗茶褐色 口縁暗赤褐

色 内 ヨコナナメヘラミガキ

3/4残

器面剥落多し

7 // // 壷

(頚部上)

赤彩 青灰色 やや軟赤褐色 内面赤彩わずか、剥

落 観察不能のところ多 し外 タテヘ

ラミガキ ニ次焼成

頚部上

1/2残

8 // // 甕 8.3 4.0 15.0 赤褐色 脆弱 文様なし

砂粒少し 二次焼成内炭化物 完

第46図

1 47号住 土器 (高圷脚) 赤彩 赤彩 堅 外 砂粒少し 赤彩剥落 タテ 脚下部下端

ヘラミガキ 圷部上部欠

ヨコヘ ラ ミガキ ヨ コナ デ

2 // // // 10.4 赤褐色 やや軟 外 砂粒中タテヘラミガキ 1/2残

褐色 接合痕

内 ハケメのこる

3 // ii 甕 5.0 黄褐色 黄褐色 堅 砂粒あり 1/2残

外 ナナメハケ タテハケメ

内 タテヘ ラ ミガ キ ヨ コヘ ラ

ミガキ ヨコナデオサエ
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第46図

番

号
出土地点 種 別 器 形

寸 法(セ ソチ) 色 調
成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考口 径 底 型 器 高 外 面 内 面

4 47号住 土器 高圷

(圷脚)

赤彩 堅 胎土赤褐色 砂粒、鉄分粒

外 へそ状突起で圷部と脚部を接

合 孔をあけて タテヘラミガキ

脚部3/5残

5 ii // 鉢 半径

14.3 5.5 7.4

赤褐色 やや軟 赤彩痕二次焼成 器面剥落

赤彩鉢なるも火焼のため摩滅

3/4残

6 // // 注口?

土器

(8.5) 6.7 13.3 明黄褐色 黒褐色

明黄褐色

堅 歩彩な し注口がつくか不明

外 ヘラヨコミガキ、タテヘラ

ミガキ

内 ヨコヘラミガキ

9/10

第51図

1 43号住 土器 壷 45.6 赤彩 堅 外 タテヘラミガキ

内 ヨコヘラミガキ

ニ次焼成痕あり、砂粒あり

頚部上

ほぼ完

第52図

1 42号住 土器 高杯 7.4 赤彩 黒色 堅 外 タテヘラミガキ

(脚部) (くすぶっ 内 ヨコナデ 下部3/5残

た色) 石英砂粒 脚内黒

2 ii // // 6.7 赤褐色 堅 内 ヨコナデ

褐色 砂粒多い 下部完存

3 ii // 紡錘車 (醗)5.2 (厚さ)1.0 黒褐色 堅 砂粒多い 完

4 43号住 ii 高圷 9.4 赤彩 やや軟 外 タテヘラミガキ 下部1/3残

(脚部) 砂粒中、胎土赤褐色

透孔3ケ所

5 ii ii 甕 16.0 暗褐色 堅 外 タテヘラミガキ 上半1/3残

内 ヨ コヘ ラ ミガキ

下部二次火熱、砂粒少 し

6 ii // 鉢 (17.o) 6.3 9.1 赤彩 堅 外 タテヘラミガキ 1/2残

内 ヨ コヘ ラ ミガキ

砂粒、胎土中心黒色、両

面は黄褐色

7 ii // 壷 15.0 1 堅 鉄分粒、砂 下半分残

第58図

1 45号住 木器 盤 樹種 棒 盤

2 // 土器 高圷

(脚部)

16.1 14.3 赤彩 堅 脚上部 タテヘラミガキ ヨコヘラ

ミガキ ナナメヨコ整形砂粒あり

板状オサエ痕

1/2

3 // ii 紡錘車 (直径)6.5 (厚さ)0.9 黒褐色

赤褐色

堅 砂粒 完形

4 // // 小型甕 7.2 4.5 7.0 赤褐色

黒褐色

同左 堅砂粒少、口縁部に縦にヒビ割れ

あり、外タテヘラミガキ

ii

5 ii ii 甕 8.5 残16.5 暗黄褐色 // 堅、炭化物付着、砂粒少、折返 し口

縁、外 タテヘラミガキ、内側

ヨコヘラミガキ 良好

2/5残

6 // // 甕 12.0 濃いセピア色 堅、砂粒少、内ヨコヘラミガキ 口頚1/4残

7 // // 鉢 15.6 暗澄色 赤褐色 堅、砂粒少、外上部ヨコヘラミガキ

下部タテヘラ内部ヨコヘラミガキ良好

1/3残

8 ii // 甕 暗褐色 黒色～

褐色

堅、外面煤付着、金雲母、砂粒

内上部ヨコヘラ下部タテヘラミガキ

上半部2/5残
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第58図

番

号
出土地点 種 別 器 形

寸 法(セ ソチ) 色 調
成型 ・調整 ・形:態の特徴 ・系統など 備 考口 径 底 径 器 高 外 面 内 面

9 45号住 土器 壷 30.0 赤彩

(くすぶった赤)

赤彩 堅、砂粒少、鉄分粒、口縁 ヨコヘラ

ミガキ、内部 ヨコヘラミガキ、薄い

墨の線 下部 タテヘラミガキ

頚部1/2残

10 // // 甕 11.9 6.0 16.0 赤褐色 赤褐色 堅、砂粒 鉄分粒、外半分ほどタテ

ヘラミガキ、内部 ヨコヘラミガキ

3/5残

第59図

11 45号住 土器 大壷 (径)35.6 (頚径) 赤彩 赤彩 堅 外側上タテヘラミガキ、 1/2残

14.6 (やや暗 下ナナメヘラミガキ、器厚薄い。

色) 内上部ヨコヘラミガキ

下部 タテヘラミガキ

12 // // // 赤彩 黄褐色 やや軟 櫛描横線文 タテヘラミガキ 胴部上1/2残

(くすぶっ 第二次火熱 簾状文

た赤、 う 内側 赤彩なしヨコヘラミガキ

すい塗り) タテ櫛描文2連(四 ケ所)

第60図

13 45号住 土器 壷 赤彩 赤彩 やや軟 砂粒鉄分粒器面剥落、

(黒色煤 タテヘラミガキ、数値 に移動あり、

付着) タテ櫛描線四ケ所

14 ii ii // 赤彩 口縁 堅 内面剥落ボタソ貼付四ケ所

赤彩 内外煤付着、口頚胴部残存

他に破片多数あり

第66図

1 48号住 土器 甕 14.0 赤褐～ 暗黄褐色 堅 外 タテヘラミガキ 上半分1/4残

黒褐色 内 ヨコヘ ラ ミガキ

砂粒少し、二次火熱痕

2 ii // // 22.0 暗褐色 黄褐色 堅 外 ナナメヘラミガキ 1/4残

暗黄褐色 タテヘラミガキ

内 ヨコヘ ラ ミガキ

砂少し

3 ii // ii 13.3 暗赤褐色 黒褐色 堅 外 タテヘラミガキ 上下1/3残

内 ヨ コヘ ラ ミガ キ

砂粒少し

4 〃No.7 ii // 暗黄褐～黒褐色 堅 外 ヘラミガキ 1/4残

内 ヨ コヘ ラ ミガキ

火熱痕

5 // ii // 18.0 暗褐色、内外 やや軟 鉄分粒あ り、 2/3残 、下

火熱痕 内 ヨコヘ ラミガキ 部なし

折り返 し口縁

6 〃東 壷 明黄白色 堅 外 タテヘラミガキ ヨコヘ ラ 頚部1/3残

ミガキ

ボタソ貼付あり 砂粒少

7 // // // 8.2 石英粒 下部3/4残

第67図

1 48号住 土器 紡錘車 (直 径)

4.1

(厚 さ)

1.1

赤褐色 堅 砂粒少 刺突文あり 下半部1/3残
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第68図

番 寸 法(セ ソチ) 色 調

号
出土地点 種 別 器 形

口 径 底 型 器 高 外 面 内 面
成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考

8 48号住 土器 壷 36.0 39.4 36.5 明黄褐色 堅 外 ヘラミガキ 頚部上4/5残

内 ヨ コヘ ラ ミガ キ、 ヨコハケ

メ痕

砂粒少 し、2本 組縦櫛条5

ケ所

9 ii // 甕 31.5 鈎.2 赤褐色 黄燈色 やや軟 内ヨコヘラミガキ 口縁1/2残

黒褐色 砂粒多い 折り返し口縁

火熱痕

10 // // 壷 (13.8) 淡黄褐色 堅 外 タテヘラミガキ 下半分完形

内 ハケメ 底一部なし

煤一部付着

第72図

1 50号住 土器 甕 10.0 暗黄灰色 堅 内 ヨコヘラミガキ 上部1/2残

砂粒少し

2 // // 高圷 6.6 赤彩 堅 外 タテヘラミガキ 1/2残

(脚部) 砂粒多い透し穴3ケ所

3 ii // 高圷 赤彩 やや軟、外 、 ヨコヘ ラ ミガキ タテ 圷部1/3残

(杯部) 2.1 ヘラミガキ、 くすんだ色

突起4ケ所

内 ヨコヘラミガキ 脚部胎土

灰青色 砂粒中

4 // // 甕 20.0 暗褐色 暗褐色 堅 砂粒中、使用されて文様不 口縁部

明 1/2残

内 ヨコヘラ ミガ キ

5 ii // // 7.6 赤褐色 暗褐色 やや軟 下部1/2残

暗褐色 黄褐色 外 ヨ コヘ ラ ミガキ

内 ヨ コヘ ラ ミガ キ

砂粒少し2次 火熱痕

6 // // 壷 5.9 赤彩 堅 外 ヘラタテミガキ 下半部完

内 ヨコヘ ラ ミガキ

砂粒少し

7 // // 甕 24.0 淡黒褐色 黄褐色 堅 外 火熱痕、摩滅 文様不明 口縁部1/2残

褐色

8 // // 壷 暗赤色 暗黄褐色 やや軟、外 ヨコナナメヘラミガキ

内 ヨコハケメ 上ナデ

煤付着

9 ii ii 注 口 12～12.5 5.8 11.0 黒褐色 黄白色 外 タテヘラミガキ雑 ほぼ完

土器 白灰～ 黒褐色 内 ヨ コヘ ラ ミガ キ

暗澄色 砂粒少 し タテハケメ残る

第75図

1 51号住 土器 甕 14.0 黒褐色 黒褐色 堅 外 ヘラミガキ

No.7 赤褐色 黄褐色 内 ヨ コヘ ラ ミガキ 2/5i残

砂粒少し

2 51号住 // 鉢 14.7 赤彩 赤彩 堅 外 ヨコヘラミガキ 赤彩剥落

内 ヨ コヘ ラ ミガキ 1/2残
卜

砂粒多し

3 // // 壷 7.1 明黄褐色 堅 石英粒 下半部完形

(下半部)
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第75図

番 寸 法(セ ソチ) 色 調

号
出土地点 種 別 器 形

口 径 底 径 器 高 外 副 内 面
成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考

4 51号住 土器 鉢 16.7 5.8 10.6～9.0 外底を除き 堅 外 ヨコヘラミガキ 完形

赤彩 タテヘラミガキ

内 ヨ コヘ ラ ミガ キ

5 ii // 高圷 14.8 残14.2 赤彩 堅 外 タテヘラミガキ 1/2残

(脚部) 内 オサエナデ接合痕

砂粒多し胎土部淡黒色

6 ii // 鉢 19.6 6.0 7.3 黄褐色 黄褐色 堅 外 ヨコヘラミガキ タテヘラ 4/5残

黒褐色 黒褐色 ミガキ

内 ヨコヘ ラミガキ 底 ヨ コへ

ラミガキ 砂粒少し

7 // // 甕 7.2 赤褐色 軟 外 タテヘラミガキ 1/2残

暗褐色 赤褐色 二次火熱痕、器面剥落

文様不明

8 // 〃 高圷 赤彩 赤彩 堅 砂粒多し、二次火熱の所あり 圷部1/2残

(圷部)

9 // // 甕 17.8 赤褐色 暗褐色 やや軟、二次火熱 下半部破損 上半部

外 火熱痕多し 1/2i残

内 ヨコヘ ラミガキ

10 // ii // 20.0 暗褐色 黒褐色 やや軟 砂粒多し

外 煤付着 二次火熱

第76図

11 51号住 土器 大型 32.5 明黄褐色 堅 外 タテヘラミガキ 上に櫛描 上部1/2残

甕 文

内 ヨコヘラミガキ ハケメ残

り

12 〃No.1 // 壷 9.8 35.5 黄褐色 黄褐色 堅 外 ヨコヘラミガキ 道路下にて

内 ヨコハケメ残 る整形良好 上部破損

砂粒 多し 3/5残

13 51号住 ii // 10.2 黄褐色 黄陽色 堅 外 タテヘラミガキ 塗彩 なし 吉田式か?

黒斑あ 内 ヨ コヘ ラ ミガキ 頚部上欠

り 砂粒中 3/5残

第81図

1 52号住 土器 壷 6.2 赤彩 明澄色 堅 外 タテヘラミガキ 下半部3/5残

明黄白色 砂粒多し

明澄色

2 // // 高圷 赤彩 白灰色 堅 外 タテヘラミガキ タテヘ ラ 脚3/5残

(脚部) 整形 ヨコヘラミガキ

砂粒 金雲母

3 // ii 壷 13.0 5.8 赤彩 明赤褐色 堅 外 上部ヨコヘラミガキ 他 タ 口縁～頚部

テヘ ラ ミガキ 内 ヨコへ 1/3残

ラミガキ 胴部に貫孔痕

4 53号住 // 甕 8.4 濃暗褐色 堅 外 上部 タテヘラミガキ 1/3残

中部 ヨコヘラミガキ

下部 タテヘラミガキ

内 ヨ コヘ ラ ミガキ

砂粒多し

5 ii // 壷 12.6 暗褐色 暗褐色 堅 外 上部ヨコナデ 他タテ 1/3残

ナナメハケ整形

内 ヨコナデ 砂粒多 し
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第87図

番 寸 法(セ ソチ) 色 調

号
出土地点 種 別 器 形

口 径 底 型 器 高 外 面 内 面
成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考

3 B 土器 壷 37.7 13.2 (76.5) 赤彩 黄褐色 堅 砂粒あり

外 ヨコヘ ラ ミガ キ タテヘ ラ

ミガキ

内 ヨコヘ ラ ミガ キ

上端人口的に欠 く 櫛目タ

テ2本 組

第88図

1 A 土器 壷 14.0 赤彩 堅 砂粒、鉄分粒あり ド半分黒色 頚部下

の部分あり 内面剥落 1/3残

外 タテヘラミガキ

内 ヨ コヘ ラ ミガ キ

2 C // ii 24.0 9.0 (48.5) 赤彩 赤彩 堅 やや軟の箇所あり 胎土中心に 1/4

暗青灰色あり 内部黄燈色 欠落

外 ヨ コヘ ラ ミガキ タテ ヘ ラ

ミガキ

内 ヨコヘ ラ ミガキ

胴部上で人工的に破砕

第93図

G16 7号 住 磨石 (直径)

3.4

(厚 さ)

2.6

G17 // 紡錘車 (直径)

5.8

(厚 さ)

1.7

周囲に刻みあり

第94図

1 7号 住 土器 高圷 (頚径) 黄褐色 堅 外 ヨコナデ 穿孔3 下半4/5残

(脚部) 3.6 16.5 内 ハケ メヨ コ ハケ メナデ

2 // // // (頚径) (残存) 明黄褐色 堅 上下部ハケメタテ 残ル

(圷部) 25.0 3.3 9.0 中部 タテヘラ ミガキ黒斑あり

内 ヨコハケメ僅かヘラミガキ

3 ii ii 鉢 13.6 4.5 7.0 赤彩 3/5残

4 // // 高杯 22.0 白黄色 堅 外 ヨコヘラミガキ

(脚部) 内 ヨコヘ ラ ミガキ

外一部黒斑

5 // // 壷 赤褐色 堅 外 ヨコナデ 縁 凹線あり 1/7残

(口縁部) 11.0

6 a // 甕 20.0 (現存) 暗榿色 やや軟 外 ヨコナデ

4.0 内 ヨコナデ

7 // ii // 11.0 明黄色 堅 外 ヨコナデ、ナナメハケメ

(細かい)

内 ヨコナデ

S ii ii 壷 (頚部) 白灰色 堅 外 縁 一 ヨコナデ、 ハケ メ 1/4残

(口縁部) (16.0) (14.2) 内 ヨコナデ

北陸系土器 胎土青灰色

黄褐色

9 ii ii 高圷 (杯部) 淡赤彩 堅 外 上部一ヨコヘラミガキ 3/5残

14.2 9.7 11.2 下部一タテヘラミガキ

口縁突起4ケ所 脚穿孔3

ケ所

D ii // 甕 13.4 3.8 13.5 黒褐色 堅 外 ナデ 内 ヘラナデ

赤褐色 赤褐色 S字 口縁甕、器厚一薄、砂粒少
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第95図

番 寸 法(セ ソチ) 色 調

号
出土地点 種 別 器 形

口 径 底 型 器 高 外 面1内 面
成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統 など 備 考

11 7号住 土器 壷 16.0 (頚部)13 白灰色 堅 北陸系 胎土青灰色黄褐色 1/4残

12 // // // (ls.o> 白黄色 堅 外 上部ヨコナデ 下部ハケメ

一部 黒褐色 僅かに残る

黒褐色 内 ヨコナデ、ハ ケメ タテ

外来系

13 ii // // 明黄褐色 白黄色 堅 上部 ヨコミガキ 下部4本

横線文、施紋原体は同じ

内 ヨコナデ(剥落)元屋敷式

14 // ii 器台 7.8 (12.7) (9.1) 明黄褐色 堅 外 縁 ヨコナデ 下部ヘラ ミガキ

黒褐色 内 凹線あり横ヘラミガキ

外来系 北陸系

15 // // 壷 22.5 9.0 30.0 赤褐色 堅 外 上部ヨコナデ ハケ整形痕

黄褐色 下部 ナナメ整形 下部ほ

どハケメ残る

内 ヨコナデ ヨコハケ整形後

ナデ良好

第96図

19号 住 土器 器台 9.7 11.3 8.5 黄褐色 堅 脚部穿孔3

第102図

1 (16号

住付近)

土器 甕 16.4 5.0 20.5 黒褐色

黄褐色

黄褐色 堅 外 ハケメ整形

内 ハケメ残る

外底黄褐色 二次焼成痕

第104図

1 14号住 土器 甕 10.3 4.0 15.5 黄褐色 外 ナナメハケメ後ナデ整形

黒色 内 タテヘラ整形ナデ

砂粒多 し、薄手、整形粗

2 ii // 壷 15.8 (胴径) 黒褐色 堅 外 ヨコヘラナデ

28.5 赤褐色 黄褐色 内 ヨコヘラナデ

黄褐色

第108図

1 15号住 土器 高圷 15.25 赤彩 堅 外 ヘラミガキ タテ方向

(脚部) (脚内なし) 胎土白黄色、砂粒あり

窓三角、孔3ケ所

2 // // // 12.8 黄褐色 黄褐色 堅 外 タテミガキ

黒褐色 内 ヨコナデ

胎土青灰色 窓 円形

3 // // 小型壷 10.9 3.5 7.5 暗赤褐色 暗黄褐色 堅 二次焼成 1/2残

4 // // 高圷 残存高 明黄褐色 明黄褐色 砂粒多し 古式土師 円

(脚部) 17.4 4.5 黒色 板をつくり接合した もの

剥落 北陸系

5 // 〃 高圷 (19.s) (12.3) (10.2) 明黄褐色 堅 砂粒少し 圷脚接合 内外
ヘラミガキ 古式土師

塗彩なし

6 ii ii 壷 6.7 赤褐色 やや軟 外 上部ヨコヘラミガキ

(下半分) 黄褐色 赤褐色 下部タテヘラミガキ

ヨ コヘ ラ ミガ キ

7 // ii 壷 18.0 明黄褐色 堅 口縁 ヨコナデ 下部 整形 1/7

黒色 具痕 整形 ヨコナデ
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第113図

番 寸 法(セ ソチ) 色 調

号
出土地点 種 別 器 形

口 径 底 型 器 高 外 劃 内 面
成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考

1 27号住 土器 壷 9.1 黒褐色 堅 在地系、砂粒少し 3/5残

暗黄褐色

2 // // // 6.3 3.0 6.5 黒褐色 堅 砂粒多し 手つくね 完

3 // // ii 5.5 3.0 2.9 半分赤褐色と 堅 手つ くね土器 ワレてから二次 1/2残

黒褐色 火熱

4 // ii 壷 20.0 堅 砂粒少し 口縁部

(口縁) 黄褐色 1/5破片

5 ii // // 15.0 (残存高) 暗榿色 明澄色 堅 上部 ヨコナデ 1/6残

下部 タテハケメ ロ縁内外、

2.7 羽状刺突文

内部 ヨコナデ、施文磨滅 鉄分

あ り、元屋敷式

6 // ii 甕 11.5 (頚径) 白灰色 堅 胎土青灰色、外来系S字口縁甕 1/7残

9.0

7 // ii 壷 16.6 (頚部) 赤褐色 明黄褐色 堅 上部 ヨコナデハケメ、内部ナデ、 1/5残

12.3 暗褐色 下部 ヨコハケメ

砂粒、鉄分粒 接合 ハケメス

リケシ

8 // // 甕 14.0 (残存高) 黒褐色 黄褐色 堅 上部 ヨコナデ 内部 ヨコナデ 1/7残

2.5 下部 ヨコハケメ、外来系、S字

口縁甕

9 ii ii // 15.0 黒褐色 堅 外上部 ヨコナデ 下部タテナナ 1/5残

メナデ整形痕僅か

内部整形痕ヨコ 在地系

10 ii ii 壷 16.8 暗褐色 暗褐色 堅 外 右から左へ整形 ササラ状 上1/2残

黒褐色 工具

内側ヘラ整形

11 // ii ii 18.0 (頚部) (残存部) 暗赤褐色 堅 外 ナナメヨコハケメ ロ縁後 1/4残

13.8 12.5 につける砂粒少 し

1 内 ヨコナデ良好

第118図

1 32号住 土器 壷 14.0 白黄色 堅 外面砂粒ありヨコナデ

内面ヨコナデ

1/7残

2 ii // 小型鉢 10.0 白灰色 堅 石英粒 外部ヨコナデ、ササ ラ

状工具斜め 内部ヨコナデ、ナナ メ

ナデ 外来系

1/4残

3 // // // 5.4 3.1 4.3 灰青色

澄色

灰青色 堅 手つ くね 4/5残

4 // // 紡錘車 (直径)

6.1

(厚 さ)

1.7

白黄色 堅 砂粒多し 完

5 ii ii 甕 8.4 黒褐色 白灰色 堅 ヨコハケメ整形ナデ ハケ整形

痕 外来系

1/4残

6 // // 壷 15.9 外 ヨコナデ 内 ヨコナデ

7 // ii 甕 10.0 淡黄赤色 やや軟 砂粒外 ヨコナデ ハケメ

内ヨコナデ

口縁部1/3残

8 ii ii 甕(台付) 明澄色 白黄色 堅 砂粒 高台部のみ完、附高台か

9 ii // 甕 12.0 明褐色 堅 櫛描波状文痕跡わずかに残る 1/3残

10 4面 土製 勾玉 黒褐色 堅 穿孔上より片えぐり 完

11 32号住 土器 蓋 淡黄色 堅 砂粒少し 鉦部のみ残
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第118図

番
号

出土地点 種 別 器 形
寸 法(セ ソチ) 色 調

口 径 底 型 器 高 外 面 内 面

12 32号住 土器 器台 10.0 明澄色 堅 小砂粒多し 古式土師1/2残

13 // // 壷

(口縁)

13.9 明黄燈色 黒色の部

分もあり

堅 外 ヨコナデ、 タテハケメ

内ヨコナデ

1/5残

14 // // 器台 (残存)

17.3 12.0

(残存)

8.5

脚部を除

いて赤彩

堅 砂粒多 し 外 タテヘラミガキ

頚径小

杯部上端不明

内、ヨコヘラミガキ赤彩なし

1/2残古式土

師か北陸系

15 ii ii 壷 13.0 暗黄褐色 赤灰色の

部分もあ

り

堅 外ヨコナデ、ハケメナナメ

砂粒あり、口縁部を除いて外ハ

ケメヨコのまま、内側の方が整

形良好で ヨコナデ

胴上部 完存

搬入?

16 ii ii 有孔鉢 外 ハケメヨコタテ

内 ナデ、ハケのあと

北陸系

甑底部のみ

17 // // 高圷

(脚部)

11.0 赤彩 暗澄色 堅 外 ヨコヘラミガキ タテヘラ

ミガキ、内ヘラミガキ痕、押捺痕

脚完

第119図

18 // // 甕 暗赤褐色 赤褐色 やや軟、在地系?砂 粒多 し 1/8残

19 ii ii 高圷

(圷)

赤彩 赤彩 堅 砂粒少 在地系?内外ヨコナデ

胎土白灰色

1/4残

20 // // 甕 18.0 黄白色 やや軟 砂粒中 ヨコナデ痕 口縁部1/6残

ii // ii 21.8 黄褐色 堅 石英粒 ヨコナデ痕 1/8残

22 // // // 19.6 黒褐色 堅 石英粒 ヨコナデ痕 1/8残

23 ii // // 18.0 赤褐色

淡黒色

堅 砂粒多 し、外部ハケメ斜め回転

ナデ、内部回転ナデ

口縁部1/6残

24 ii ii // 18.0 淡黒褐色 淡黒褐色 堅 砂粒多し 1/8残

25 // // ii 8.8 明澄色 灰色 胎土石英粒多し 口縁1/5の

破片

26 ii ii 壷

(底部)

10.8 白灰色 白灰色f 堅 外 石英粒多しタテヘラミガキ

内 ハケメヨコ

下半分

1/4残

27 ii // 壷 赤彩 褐色

暗褐色

堅 外 赤彩煤付着ヨコヘラミガキ

内 ヨコヘラ磨き、砂粒少 し

2/5残

28 // // 甕 30.0 淡黒色

白黄色

赤褐

黄褐色

堅 外 砂粒中、ヨコナデ、タテナ

ナメ櫛歯状整形具痕、内 ヨコナ

デ 櫛歯状整形痕残

1/2残

第120図

29 32号住 土器 甕 10.4 5.4 14.2 黒褐色 堅 外側 砂粒多し(石英) 縦1/3残

30 ii ii ii 19.4 黄澄色

黄褐色

堅 砂粒多し、内外上部 ヨコナデ

下部ハケ整形

1/6残

31 // // 壷 21.4 白灰色 堅 砂粒あり、北陸系 口縁1/2残

32 // ii // 11.2 明澄色

黒色

明燈色

黒色

堅 砂粒少、外上部 ヨコナデ、内部

細い横線(ハ ケ痕)下 部ヨコミガ

キ?北 陸系

口縁1/4

破片

33 // // 甕 16.6 赤褐色 黄澄色 堅 胎土、白色粒あり 砂多し 下

部ハケメヨコ、外回転台ナデ、

内ナデハケメ、 タテヘラ整形

口縁1/2残

34 // // ii 19.4 黒褐色 黄褐色 やや軟、二次火熱 砂粒少 し、内外

上部回転ナデ、下部ナナメヨコハ

ケメ

口縁1/2残

35 // ii // 16.0 赤褐色

二次火熱

赤褐色

灰褐色

堅 胎土小石あり、外ヨコナデ、ナ

ナメハケメ 内ヨコナデ

1/6残
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第120図

番
号

出土地点 種 別 器 形
寸 法(セ ソチ) 色 調

整形 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考
口 径 底 型 器 高 外 面 内 面

36 32号住 土器 壷 8.5 白黄色

榿色

白黄色 堅 砂粒あり 胴部1/4残

37 // // 壷 13.4 (残存高)

10.5

明燈色 明燈色 堅 胎土小石含む(山 石)細 いす じ

下部ヨコミガキ(整 形痕残る)

外上部 ヨコナデ 内 ヨコナデ

凹線文土器、二次焼成痕北陸系

2/3残

第122図

1 33号住 土器 甕 18.6 暗褐色 暗褐色 堅 外 口縁ヨコナデ、頚部タテナ 1/4残

二次火熱 デ、下半分横ナナメナデ

内 上部ヨコヘラナデ整形、下

部ヘラナデ 砂粒、二次火熱

2 ii ii // 12.0 明榿色 暗灰色 堅 外 口縁部ハケメ上ナデ 口縁部

内 ハケ メ ヨコナナ メ 1/2残

3 ii ii // 6.8 4.5 8.1 白灰色 堅 外 上半部ハケメナデ 3/5残

内 下半部オサエナデ ロ縁内

面 ヨコハ ケメ

4 // ii // 16.2 黄褐色 堅 外 ヘラ整形 ヨコナデ痕 1/6残

砂粒多し

第130図

1 ED23 土器 圷 8.5 3.0 2.4 赤褐色 堅 砂粒多し、内外ナデ、糸切 り 完

2 // ii ii 9.5 4.2 2.2 明澄色 堅 砂粒あり 整形痕付着 糸切り 完

3 // ii // 9.6 4.8 2.1 明白澄色 堅 砂粒あり 底 焼成時のキレツあ り 完

4 ED21 ii 器台? 8.4 黄白色 堅 外 ヨコナデ

内 ヨコナデ

1/4残

第132図

1 49号住 土器 圷 14.0 5.6 4.3 黄黒褐色 黒色 堅 石英粒多し、磨研、ロクロナデの 完

後、放射状に細いヘラで捺痕(暗文状)

2 // ii ii 12.0 明黄澄色 堅 砂粒少し 1/3残

外 ヨコナデ

内 ヨコナデ

3 // // ii 12.3 5.6 3.9^4.6 白灰色 堅 糸切り 3/5残

黒色

4 ii 灰粕 椀 6.9 白灰色 堅 高台付 ロクロ整形 底部1/2残

5 ii 土器 灰 13.4 5.8 4.0 暗赤褐色 黒色 堅 石英粒多 し、口縁一部欠 く

使用された感じ 糸切り

6 // // 壷 赤褐色～淡黒色 堅 古式土師

口縁部1/6残

7 // // 甕 // 堅 砂粒少 1/3残

外 ヨコ、 ロク ロナデ

内 ヨコ、 ロクロナデ

8 〃 // // 12.9 赤褐色～黒褐色 堅 胎土石英粒多し下部 火熱痕 1/2残

口縁形態 玉縁状

9 // ii // 25.8 赤褐色 堅 外 ロクロナデ ヘラケズ リ 1/3残

(火熱) 内 ロクロナデ タタキナデ

胎土石英粒多し 二次火熱の破片

と砲弾形接合

10 // ii ii 24.0 黄褐色 堅 外ロクロ 敲打痕 1/4残

内ロクロ 敲打当具痕

砲弾形 越後系
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第133図

番
号

出土地点 種 別 器 形
寸 法(セ ソチ) 色 調

成型 ・調整 ・形態の特徴 ・系統など 備 考
鱒口 径 底 型 器 高 外 面 内 面

11 49号住 土器 甕 20.4 黄褐色 淡黒褐色 堅 外 ロクロ

内 ロクロ当具痕

石英粒 胴上部敲打痕 砲弾形

3/5残

12 ii // 注口付

大鉢

27.0 12.0 12.3 黒色

赤褐色

淡黒色 堅 外 ヨコロクロナデ

内 ヨコロクロナデ、ヘラミガ

キ 胎土石英粒多 し

外底火熱痕(赤 褐色 脆弱)

2/3残

中野市初見

第139図

1 53号住 土器 高台付

小型杯

10.3 6.0 3.2 白灰色 堅 砂粒多し 見込み逆 「の」

字状ナデ

完

2 // ii 小型杯 8.6 3.8 1.8 白澄色 堅 砂粒多し 外 ナデ 内 ナデ

糸切り

完

3 // ii 高台付

杯

10.0 4.8 3.0 明澄色 堅 口唇薄い 完

4 // ii 小型杯 10.0 5.6 2.0 白灰色

赤褐色

堅 砂粒少し 1/4残

5 // // // 9.2 3.7 2.0 黄褐色 堅 砂粒少し 内ナデ 糸切り 3/5残

6 ii ii // 9.4 4.2 1.9 黄褐色 堅 砂粒少し 内ナデ 糸切り 3/5残

第146図

1 支線1号

表採

灰粕 碗 7.2 ヘラ跡あり 高台付 き

2 // ii 8.2 高台付き

3 // 土器

(黒色)

杯 13.5 6.2 3.3 暗褐色 黒色 堅い 石英粒、砂粒多い、糸切 り底 1/2残

4 ii 土器 壷破片 黄褐色 堅 刺突文、横線文、元屋敷系 胴部1/2残

間 山 遺 跡
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